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            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〔４番中岩和子議長席に着く〕 

○議長（中岩和子君） おはようございます。 

 再開に先立ち傍聴者の皆様にお願いをいたします。 

 傍聴に際しましては、お手元の傍聴券に記載しております傍聴人規則を遵守し、議事の円滑

な進行に御協力をいただきますようよろしくお願いをいたします。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ９時29分 開議 

○議長（中岩和子君） ただいまから再開します。 

 本日の会議を開きます。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（中岩和子君） 日程第１、一般質問を行います。 

 お手元に配付しております一般質問一覧表のとおり、通告順に従って10番津本議員の一般質

問を許可します。 

 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） おはようございます。 

 発言通告に基づきまして、一般質問に入りたいと思います。 

 まず最初に、税の問題についてですが、ちょっと２点ほど質問をしますが、まずその前に、

１つ目は国民負担が最近町民負担、国保の問題、介護も含めて年々厳しくなっている状況があ

りますが、今回はちょっと固定資産税の問題でちょっと取り上げたいと思います。 

 そういう財政、税町民負担が年々厳しくなってきている中で、地価のほうは値段は下がるば

かりですね。そういう中で、税金だけが上がることになれば、やっぱり多くの方は納得しな

い。だからこそ、税の徴収は公平・公正に行わなければならないし、特に町税、直接徴収する

ということになるわけですから、その点はしっかり町民に納得してもらうことが私は大事じゃ

ないかなと思います。 

 そこで、町民の方から幾つかの疑問点が出されています。 

 １つは、先ほど言いましたように固定資産税の問題ですが、今回地籍調査とそれに伴って土

地の評価がえが行われたと思いますが、ある方の土地がそれまでは雑種地として登録されてい

たものが宅地に変更されたということで、その方は行政の進め方に疑問を持っておられて、そ

して税の徴収に当たって、私のほうには変更の文書だけが来たということで、事前にそういう

変更の説明がなかったということで聞きましたが、納税者への通知の方法の徹底どのようにさ

れているのか、まずそれからお聞きしたいと思います。 

○議長（中岩和子君） 税務課長三隅君。 

○税務課長（三隅祐治君） 10番津本議員の御質問は、地籍調査の結果、地目が変更された場合の

平成30年度における固定資産税の賦課徴収までの流れ、そして納税者への通知徹底をどのよう
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にされているかということかと思います。 

 まず、税務課におきましては、固定資産税の地目変更につきましては、現地の状況が変わっ

ていることを把握いたしまして現況確認により行うものと法務局からの登記済通知書により把

握したものを現況確認して行う２つの事例がございます。 

 御質問の地籍調査による地目の変更に関しましては、法務局からの登記済通知書により把握

したものを現況して行う事例に当てはまるものと思われます。地籍調査による登記につきまし

ては、国土調査法、地籍調査作業規程準則等にのっとり調査がなされたものでございますの

で、その結果をもって通常の登記と同様の扱いとなってございます。 

 変更通知に関しましても、変更の事例は地籍調査によるもののみではございませんので、他

の変更と同じく、納税通知書により通知を行う形となってございます。納税通知書におきまし

ては、固定資産税の価格に不服があった場合の審査請求についても案内を記載してございま

す。 

 また、納税通知書を送付させていただきます前に、地方税法第416条の規定に基づきまし

て、土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間を設けてございまして、これによ

り固定資産の価格を確認いただくことが可能となっております。平成30年４月１日から５月

31日までの休日を除く期間におきまして税務課窓口で縦覧を実施しており、縦覧期間、縦覧場

所を公示し、地元地方紙２紙に縦覧公告を掲載して周知を行っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 今の答弁の中で、私がここに、その方が地目変更で結局雑種地が宅地に

なったということで税金が上がっていたからそれでびっくりして役場のほうに抗議に来られた

そうですが、その方結局抗議が受け入れられなかったので、先ほど課長の説明でもありました

ように不服審査請求をされたということで、今のそういうあれがありますということで、そし

たらその方も不服審査請求されているのは事実ですね、それ確認します。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 地方税法第423条におきまして、固定資産課税台帳に登録された価格

に関する不服を審査決定するために市町村に固定資産評価審査委員会を設置すると規定されて

おり、本町では総務課所管により設置しているところでございます。 

 平成30年度におきまして、本町の固定資産評価審査委員会に提出されました審査申し出につ

きましては１件ございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） まあ１件出されてるということですね。これ多分本町でこういう不服審

査請求されたのは余りないんじゃないかなと思うんですが、そこらはどうですか。何回か今ま

でそういう事例がありますか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 
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○総務課長（塩﨑圭祐君） 今回、今年度以外につきまして、さかのぼって過去、近年におきまし

てはございません。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） だから、その方にとってよほど切実だったんだろうというふうに思われ

ます。 

 先ほど知る方法についていろいろ言われましたけども、やっぱり地目変更するに当たっては

納税されてる方にこういうことで変更しますよという最初の書類出す前にそういう話、説明が

あって私はしかるべきじゃないかなと思うんです。そうしないと、ここで例えば、実際にこの

報告の中を私読ませてもらいましたが、こうありますよね、地籍調査による成果を閲覧、訂正

することが可能である旨が書かれて、どこどこにそういうふうに置いてますということで、来

たら、来て見なさいよという内容なんですね、これ。だから、非常に不親切です。 

 だから、今まで納めてた税金が新たに変わる場合、これ私いつも言うんですが、専決処分の

問題もそうですが、結局きちんと知らされないままにぱんと上がりましたよということだけ通

知されますと、やはりその方は当然納得できないし、今回の場合はかなりそういうなんで憤り

を感じられたんだと思うんですが、そういうふうに不服審査請求をしています。 

 それで、さらにこの文書の中にはこう書かれてるんですよ。この決定に不服があるときは那

智勝浦町を被告として結果の決定の取り消し訴訟を裁判所に対して提起することができる、こ

れ納得できなければ、まあ言えば裁判に訴えよということですよね。そうしますと、これ簡単

に言うたら問答無用ですよ。それで、裁判まで行って争うちゅうのは、よっぽどのことなかっ

たらできないと思います。だから、大概の人はこれで黙ってしまうんですよ、もしあったとし

てもね。 

 私も年金問題で不服審査請求、何か２回ほど上げたことあります。やっぱり裁判所の決定の

やつ、裁決のやつは非常に淡々としてますよね。この文書もやっぱり、今紹介した文書も淡々

としております。だから、これだけでいきますと、やっぱり納税してる方は非常に不愉快な思

いもするし、文書だけですから冷たいなと、行政ちゅうのはこんな冷たいもんかというふうに

思うわけですね。 

 それで、私はその現場にも行かせていただきました。それで、見せてもらいました。形は確

かに今課長が言ったように、そういう宅地に匹敵する、そういう土地に変わってるということ

でされたんだろうと思うんですが、その方は田んぼだったところに土を入れて、そしてコンク

リートで固めた、そういう形になってるわけです。私もそれ見てきました。その方はどういう

ふうに言っていますかというと、結局資材が少しでも安定して置けるようにということで場所

を広くしてコンクリートで固めたと、家を建てるためにコンクリートにしたんではないんだ

と、こう言っておられるわけですね。 

 なぜかといいますと、その場所は少し強い雨が降りますと県道の排水路の不備のためにすぐ

に家のほうが冠水するんですね、その資材置き場のほうが。そういう状態がありまして、それ
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で写真も、私動画も見せていただきました。だから、ここに家なんか建てられないと言うわけ

ですね、その人。私も現場を見てそう思いました。 

 それで、そこは県道の、いわゆる那智勝浦本宮線ですか、下里のとこにある八尺鏡野のとこ

ですが、そこの事業所の横の県道、結局アスファルトで、しかも固めていて、しかもその道路

傾斜してるんですね。山側から傾斜するために大量の雨が降ると事業所のほうに水が流れてし

まうんですよ。そういう意味で、冠水してしまって、そこらを資材置き場にしてるから使い物

にならんと、建物は到底建てられないということで、その方はずっとそれで来られたわけで

す。 

 だから、そういったところをなぜ確認もせずに、その人の話も聞かずに見た目だけの判断を

されたのか、こう思うわけですけど、そこらちょっと聞かせていただけますか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 地籍調査の結果は、国土調査法に基づき地方公共団体の判断で登記手

続を行うことができます。その中には、所有者の同意を必要としない、いわばそれに携わる者

の職権で地目変更が可能でございます。そして、現地調査の業務委託先には、当時不動産表示

登記の専門家でもあります土地家屋調査士が現地で地目を確認しておりまして、宅地と判断

し、地目変更を行っております。 

 そしてまた、地籍調査の結果は公告を行った後、20日間の閲覧期間を設けておりまして、期

間内に結果の誤りや再調査の申し出を行うことができますが、そのときには申し出がございま

せんでしたので、その結果をもって登記手続を行いました。 

 なお、閲覧の案内を行うときには、各所有者に調査前と調査後の内容が各土地ごとに比較で

きる結果表も同封させていただいております。閲覧が終わった後、法務局に結果を送付します

が、それまでに県の検査がございまして、適切に地目変更がなされていなければ不動産登記法

違反となりますので、現地確認も行われております。 

 また、極端な地目変更があった場合、管轄法務局の登記官が現地を確認し、誤っていれば結

果の訂正を求められる場合もございますが、それもございませんでしたので、不動産登記法に

定められている地目の宅地に変更となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） その一般的な説明はわかるんです。確かにそういういろんな手続をされ

ておられると思うんですが、ただこの方のところにはそういう意味での説明はされていない

し、また本人も聞いていないと。もしそこでそういうことを聞いていたんであれば、私も納得

するだろうし、納得いかなければそこで私の意見も言うということで言うておられました。だ

から、その方はそういう説明も受けてもないし、文書の通知だけで、税のね。 

 先ほど同意を必要としないということで建設課の課長も言われましたが、建設課でしたやつ

は、例えば税務課が徴収するときに、その横の連携はとられてるんですか。それとも、もう直

接法務局かそういう関係から来たやつがぽんと入るんですか、どちらですか。 
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○議長（中岩和子君） 税務課長三隅君。 

○税務課長（三隅祐治君） お答えします。 

 最初の説明の中でも申し上げたんですけども、法務局から登記済通知書によりその内容を確

認いたしまして、把握した登記済書により把握したものを現況確認して行っております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） その地籍調査をしたときに、やはりその方の地目変更する場合には、土

地が広ければ広いほど税金はかかってくるわけですから、できたらそこはやっぱり丁寧に変更

する内容について納税者の方と話をするべきだと思うんですが、先ほど言いましたように、自

分とこの責任で家のほうが冠水するとかという問題だったら、これはやむを得ないと思うんで

すよ。それから、もうそこだけじゃなくていろんなとこが、この間の集中豪雨みたいにぱっと

来たときにいろんなところがもう冠水してしまってもう大変だという状況だったら仕方ないと

思うんですが、この方のところは、やっぱり県道の横のところの排水路の整備、これが不十分

なために、結局山から流れてきた水が全部その排水路を越えて入ってしまうんですよね、家の

中へ。それで困っておられるんです。 

 だから、そこらの現況を見てもらってぜひ考えてあげないと、その方はやっぱり災害で不安

な思いをして、そして税金でまた上げられてと、こういう二重、三重の苦しみを味わうことに

なるんですよね。だから、その方は当然納得してないと思います、そういう意味では。それや

ったら、早く県道側のその排水路をきちんと入ってこないように整備してくれということで、

それをしてあげた上で宅地並みの扱いをしますよというんであればわかるんですが、それやっ

たらその方も納得すると思います。話しして、そういうふうに言われてましたです。 

 やっぱりうちのが責任持ってそんなふうになってるんやったら仕方ないけども、要は県道か

ら流れてくる排水、セメントだからもうもろに流れますよね。そういうことで見たときに、そ

この県のほうのそういう排水の整備をきちんとしてもらってから、ぜひ税の徴収をかけるべき

じゃないかと思うんですが、そういった配慮はできない。まあ多分建設課のほうもそういった

とこは要望は県のほうには上げてると思いますが、そこらどうですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 県道那智勝浦本宮線の下里大橋から上流部分の側溝整備につきまして

は、地元からも要望がございまして、県のほうには要望させていただいております。そして、

新宮建設部のほうで何カ所か継続的に側溝整備は行っていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） そういう意味で、県のほうにも早急に対策を講じるべく、再度強く要請

してあげてほしいなと。そして、その安全を確認した上で、その方と再度雑種地から宅地への

地目変更、これをすべきだと思いますが、そういう対応はやっぱりできないんですか。 

○議長（中岩和子君） 税務課長三隅君。 
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○税務課長（三隅祐治君） 地目の認定につきましては、固定資産評価基準第１章土地第１節通則

不動産登記事務取扱手順準則第68条及び第69条において、現状及び利用目的に重点を置き、部

分的に僅少の差異の存するときであっても、土地全体としての状況を観察して認定するものと

するとあり、田、畑、宅地、鉱泉地、池沼、山林、牧場、原野、雑種地の別にて認定してござ

います。宅地につきましては、建物の敷地及びその維持もしくは効用を果たすために必要な土

地をいうものとなってございます。現況確認の上、これを認定してございます。 

 大雨が降って水が流れてくるということであっても、こういうところ、今申したような条件

ですね、判定基準に基づいて判定していくものと考えております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 税の問題は、やはり町民にとっては非常に深刻な問題で、先ほども言い

ましたが、きちんと払ってなかったらやっぱり差し押さえも来るんですよね。せやから、その

方、多分雑種地としての多分納入はされてるというふうに私聞いたんですが、そうなると納入

が不十分になってきますので、そういったことでその人がある意味で納得をするようにならな

ければ、そういう財産の差し押さえみたいなことはしないでいただきたいなと思うんですが、

実際税払わなければ若い人であってもふっと差し押さえが来て、私も去年、前回そういった問

題で取り上げましたけれども、だからそういうふうに差し押さえが来ますので、ぜひそういう

意味でいうたら町民が安心して生活できるまちづくりをしていくために町長のほうもぜひリー

ダーシップを発揮して進めていただきたいと思うんですが、今回の固定資産税のこの不服審査

請求の裁決のこの最後のところにこう書いてるんですよね。 

 なお、行政にかかわる職員は常に初心を忘れずに親切丁寧な対応を心がけるとともに、説明

責任を果たしと、こう書いてるんですね。説明責任を果たし、住民の理解と納得を十分得られ

るように努めることが肝要である、このことを付言しておくと、こうなってるんですよ。 

 私、この方、この文書を見たら、まあ淡々と書いておりますが、最終的に言いたいとこはこ

こにあると思うんですよ。やっぱり行政というのは住民の納得とあれが必要だよということ

で、行政が法律や条例だけに基づいてやれば、結局この文書のように感情の残らない、こもら

ない文書になってしまい、そして冷たいものになってしまいます。だから、できるだけそうい

う場合は丁寧な対応が求められると思いますし、またここに書いてますように初心に返ってや

らなければならないということで、私前、森前町長のほうが言ってた役場の改革という中身な

んですが、僕はこういったことも含めて役場の中身の改革をしていかないと、行政が住民に対

して冷たい形になってしまいますと、やはり不信を持ってきます。 

 再度この方の事業所の災害からの安全を確保した上で、再度調整をすべきだと私は思いま

す。そういったことを本気でやらないと、先ほども言いましたように、町民に信頼されない町

政になってしまうことも私は心配します。 

 そこで、最後にちょっとこの問題に関して、町長の意見を聞かせていただきたいなと思うん

ですが。 
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○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 議員御指摘のように、町政が信頼されるということはもちろんでござい

ますので、それは日々職員に対しても私自身も肝に銘じて業務を行う必要があるかなと思って

おります。 

 ただ、今回の固定資産の評価につきましては、固定資産評価審査委員会において公平・公正

に審査をされてございますので、その意見を尊重すべきものと今回考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 地方自治の場合は、簡単に言いますと国の中に存在している地域やその

地方ですね、この運営についてはやはり地方の住民の意思に基づいて行う、これが僕は地方自

治の原点だと思うんです。地方行政はまた別ですよ、行政を行うほうですから、政治を行うほ

うですが、行政はちょっと位置づけ。せやけど、地方自治の基本はそこやと思うんです。 

 だから、私そういう意味で言いますと、やっぱり行政側が主体でない。だから、税金を納め

る住民が主人公という位置づけでやらないと、だからそのためにはやっぱり住民の納得が必要

になってきます。 

 だから、いろんなことをする場合にも、やっぱり選挙があるわけですよ。それに基づいて、

住民の意思が反映されて、そして行政を行い、そして事務方は事務方の作業を行うわけなん

で、そういう点ではぜひ今後そういう点で気をつけて、できるだけこの方が納得いくようにで

きるだけ話を詰めて、そして県へ要請する、要望する分は早く要望してあげて、それで早く整

備してあげて、そして次の課題に移っていくということで、ぜひお願いしたいなと思います。 

 やっぱり皆さん言うときには、血税、血税と言いますよね。血税という意味は、血で、昔か

ら、こういう言い方嫌ですけどね、血を搾り取られるような苦労して結局税金を納めると、こ

れが血税という意味だろうと思うんですが、やっぱり税金の問題はみんなもうずっとそれが永

久に続くわけですから、そういう意味では町民、住民の方にとっては大変な問題だし、だから

それによって地方の財政は支えられてるおかげですから、納める側の納得、これはやっぱり必

要だと思いますが、ぜひその努力をしていただきたいということで、ちょっとこの問題につい

ての質問は終わりたいと思います。ぜひその人の立場もしっかり酌んであげてほしいというふ

うに思います。 

 次、入湯税の問題ですが、前にも言ったんですが、やっぱり予算決算との関係見てみますと

少しちょっと腑に落ちない部分があります。宿泊客数ですね、この集計に当たって宿泊客の人

数が前でも報告が任意になってるという話もありまして、なかなか正確な数字はつかめてない

部分があります。 

 そういった点は理解できる部分もありますが、最近特に外国人の方が相当多くなっていて、

ちょっと聞くところによると、外国の方が私の友人にもおりましたんで、必ず大体温泉に行っ

ても結構シャワーも使います。その人はちゃんと入ってましたけどですね。だから、外国の方

はシャワーを使用する人が多いわけですがその宿泊に当たって、鉱泉浴場のある宿泊施設では
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たとえ外国人であったとしても当然入湯税は徴収するということになると思うんですが、それ

で間違いないですね。 

○議長（中岩和子君） 税務課長三隅君。 

○税務課長（三隅祐治君） 外国人につきましても、宿泊し、鉱泉浴場に入湯された場合は入湯税

を徴収することになります。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） そうしたら、お風呂に入ってる入ってないという判断はできないという

ことで確認してよろしいですか。説明で見ると、本人から申請があれば、入湯、入ってません

よという申請があれば入湯税はいただかないという条例をつくってるところもあるみたいです

が、うちではそれはせずに、シャワーであろうが何であろうがそういう鉱泉浴場を持っている

宿泊施設では入湯税は当然徴収するということになってるので間違いないですね。 

○議長（中岩和子君） 税務課長三隅君。 

○税務課長（三隅祐治君） 入湯税は鉱泉浴場に入湯された方から徴収するものとなっております

ので、鉱泉浴場に入湯された方からは徴収する、入湯しておらない方からは徴収しないことと

なっております。 

 しかしながら、一般的に温泉旅館等に宿泊された方が鉱泉浴場に入湯しないということは考

えがたいものでございますので、入湯したものとみなして入湯税を徴収していただくことにな

ります。 

 ただし、入湯ができないなどの何らかの申し出があった場合や施設として入湯されていない

方を把握することが可能な場合など、入湯しないことが明らかな場合は入湯税は徴収できない

こととなっております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） まあうちの貴重な財源でもありますので、入湯税のほうは、ぜひしっか

り取り組んでいただきたいなというふうに思います。 

 私、ここに京都市の入湯税特別徴収の手引き、それからこれは尼崎市ですね、入湯税の過少

申告の問題にかかわる総括とかあって、かなり深刻な問題で取り上げられてます。それで、係

争問題にも発展してます、この尼崎のほうはね。 

 だから、そういう意味でもぜひ入湯税等の徴収に当たっては、しっかりと考えて取り組んで

いただきたいというふうに思います。 

 続きまして、観光行政の問題について質問したいと思いますが、那智大社1700年、それから

青岸渡寺1300年祭の取り組みですけれども、この２年間で町として補助金をどのぐらい出した

かということなんですが、それをちょっと１つ教えてほしいのと、それから100年祭に当たっ

て、今度の1300年祭、1700年祭ですね、この100年ごとの事業に当たって、平成28年当初で出

てきた最初の予算は幾らだったか答えていただきたいというふうに思います。 
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○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） お答えします。 

 熊野那智大社御創建1700年、那智山青岸渡寺1300年記念事業に係る補助金といたしまして

は、平成29年度は当初予算として2,000万円、決算額といたしましては1,708万9,241円、その

ほか文化庁の補助額といたしまして、当初予算といたしましては1,368万5,000円、決算額とい

たしましては259万9,000円でございます。 

 平成30年度につきましては、当初予算として補助金ベースですけれども1,405万円、事業費

ベースですと1,463万円でございます。平成28年度につきましては、平成28年９月補正でお認

めいただきまして、予算といたしましては354万円となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） そのとき350万円の予算が最初のスタートだったですね。それはどない

使うんやと聞きましたら、ポスター等露出だということで、その点から見ましても、相当やっ

ぱり取り組みがおくれていたはずだと思うんです。そのとき私も言ったんですが、伊勢神宮の

式年遷宮から、それから高野山草創の1200年までの間、５年間の県のゴールデンイヤーが組ま

れています。何でそのときに本町の記念事業の宣伝の取り組みを便乗させなかったんかという

質問もしました。それで、メーンの月も決まっておらずに、29年３月にやっとまあ一定の予算

と計画ができたと。しかし、見ますと、やっぱり当然全てが後手後手になってるという気がし

ます。という気がしますやなくて、後手後手になってたと思います。 

 この事業の計画書、これですかね、この裏に書いてあります。那智大社のメーンは29年10月

８日、まあそうかなと思うんですが、これで見ましたら。それでも、このときに私メーンの月

はいつやということも聞いたんですが、これが出てきたときには残念ながら青岸渡寺のメーン

の月出てません。 

 私この間の青岸渡寺の10月21日ですか、あのイベントに、「よみがえりの旅は、祈りの熊野

から」、これに参加して、これがメーンの月かなと、それでメーンの取り組みかなというふう

に感じたんですが、その点どうですか。観光企画課のほうとしては認識はどうでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） 議員と同様の認識でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） そう思いますと、やっぱりちょっと取り組みとしてはいろいろ疑問を感

じますね。取り組みがかなり遅過ぎたと。21日の前日、私は当初から参加する予定でおったん

ですが、欠席予定の議員さんのほうには参加者が少ないのでぜひ出席をと関係者の方が自宅ま

で参加要請に来られたというふうに聞きました。ちょっと驚きました。当日、私当初から予定

してましたんで出席しました。やっぱりしっかり見とかなと思って行ったんですが、非常に感

動的な内容でよかったですね。これはほんまに行ってよかったなと、私つくづく思います。だ
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からこそ、余計にいろんな取り組みの不備というんか、十分準備ができてないことについて

は、やはり残念に思います。 

 それで、非常に感動的な内容だったわけですが、やっぱり全ての取り組み、その準備された

分ですね。やっぱり歴史の重み、それから荘厳さ、神秘的な内容、こういったことで、やっぱ

り私自身も行ってよかったな、ほんで心ほんまに洗われた思いがしました。 

 とりわけ三十三カ所の札所の住職の方々の大読経ですね。これはすぐ私携帯で録画しました

が、ビデオで撮りました。非常に感動的なもんでした。それこそ圧巻で、こんな光景ちゅうの

はめったに見られるもんじゃないというふうに思ったわけです。そのときに坂道に住職さん並

んでらっしゃる。この光景もすごかったですね。横の人と見ながらすごいなあ、こんな光景見

られへんなということで非常に感動しました。それで、壮大さも感じました。ライトアップも

すばらしくて、感動の連続をしたのが正直言って私の気持ちでした。 

 しかしね、先ほど言いましたように、残念なことは当日の参加者が地元の人だけやなかった

かなということなんですよ。このイベント、1700年、1300年という100年に１度の記念事業な

んですが、地元で祝うことはもう当然のことですよね。だけども、これ全国にやっぱり広く呼

びかけて、記念の事業に一緒に参加していただいて、そして現世での免罪と、そして極楽往生

のために参拝してもらうと、こういうことで早くから準備をして誘客できなかったもんなんか

ということが非常にそういう面では残念な気持ちが残ります。 

 大きなイベントは、やっぱり集客に重きを置いてやるというのが基本だと思いますが、この

取り組みが提案された、これが私ある人から聞いたんですが、７月に提案されたと聞いたんで

すが、それ本当でしょうか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） はい、７月の実行委員会で提案がございました。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） それでは、当然のことに準備のほうは間に合わないですね。それで、全

国に発信するということも、これはできないと思います。いろんなそれに向けての取り組みも

できないと思うんです。 

 私は、この100年を祝う取り組みがほんまに大きい事業だっただけに、地元の人しか参加し

てなかったというのが非常に残念でかないません。だから、もっと有効にそういった事業を生

かしていかないと、これからは大変な観光面でもなってくるんじゃないかなというふうに思い

ます。 

 大きなイベントには、私前夜祭や後夜祭とかいろいろありますね。奥熊野いだ天マラソンに

してもそうです。だから、この1700年、1300年、１年で終わってしまうんじゃなくて、その前

後、やはりその取り組みを生かした、この間のああいうやつをビデオに撮ったやつがあるんで

あれば、そういったものを見てもらって、それでここはこういう場所なんですよという宣伝を

再度アピールするか、そういう取り組みが必要なんじゃないかなと思うんです。 
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 ところが、残念ながら、私あれ自分の携帯で撮って、録画こうしていろんな人に見せてあげ

るんですよ。それで、フェイスブックとインスタグラムで、ああいうのでも流すんですが、や

っぱり見た人、来年行きたいなという人が多いんですよ、やっぱり。だから、そういう意味で

言ったら、観光協会のあのホームページとか、そういうところに、その後の事業報告でこんな

ことやりましたよと、こういう録画ですばらしいのでぜひ来年また来てくださいとかというの

がないんですよ。あるのは、このこれですよ、チラシです。このチラシの内容が載ってるだけ

です、ぽんと。これでは、もう僕ね、観光行政あかんと思うんですよ。 

 そういう点では、本宮大社行きましたら、2050年祭ですか、今度50年区切りでやっぱり記念

行事に取り組んでるというのがあるんですよね。そういう意味から見たら、僕は本宮大社の人

はやっぱり先を見ながらいろんな取り組みしてるなと、ほんで私もそこで記念品も買ってきま

したけれども、そういうふうにして生かしていかないと、やっぱり観光の取り組みはおくれて

しまうと思うんですが、そこらは観光企画課のほうどうでしょうか、考えておられることあり

ましたら。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） 議員おっしゃられるとおり、さきの記念イベントにつきまして

は、参加者からの評価も高いもので好評でございました。しかし、御指摘のとおり、周知の方

法やおくれ等で近隣の多くの団体に御協力、御参加いただいた次第でございます。主催ではな

いとはいえ、反省点として捉えているところでございます。 

 今年度以降、今後につきましては、観光協会とも協議しながら考えてまいりたいと存じま

す。いろんなイベントの節目の機会っていうのを捉まえて、誘客に取り組んでまいりたいと考

えています。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） ぜひいろんな取り組みをいろいろ再考していただきたいなと思うんです

が、僕は宗教的な行事やイベントに直接的にタッチすることが非常に難しい、これは前にも言

いましたけども、やっぱり宗教的な内容がかかわってきますんで、できたら行政側がこれを本

格的に主体になってタッチをするというのはやっぱり難しいと思います。これよくわかりま

す。 

 しかし、本町の場合は、やっぱり那智大社、青岸渡寺、それから熊野信仰にかかわるイベン

トがやっぱり多いんですよね。そうなってきますと、これに安心して行政がかかわれるという

体制をつくることを考えていかないと僕はだめだと思うんです。どうしてもそうなってきます

と他力本願というんですか、観光協会だけに任せるとか、一部のとこに任せるとかということ

になってしまうと思うんで、ぜひその点で訴えたい、あと提案したい部分もあるんですが、こ

の間、観光協会の補助金、それから記念の事業の補助金、これしますとやっぱり２年間で相当

の決算と予算が上がってるわけですよね。 

 私、まあまあちょっと調べて、ちょっと省略してるところもありますが、大体１億2,600万
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円から700万円ぐらいの費用に、その分でかかってる。さっき文化庁のちょっと支援の補助金

のほうもあったと思うんですが、文化庁からも補助金をいただいてやってるということですの

で、相当な金額がここに出されるということになってきますと、そうしますとやっぱりその取

り組みがしっかり検証されていくと、これが僕は大事になるんじゃないかなと思うんです。そ

うしないとやっぱり、そしてそれをやった上で、検証しながら、そして補助金を出す当局がそ

のことに対してしっかり物が言えるという関係をつくっていく、そういうシステムに変えてい

く必要があると思うんですが、先ほど課長もちょっと観光協会との綿密な協議のことも言われ

てましたけども、そういうことで何かほかに考えられてることはありませんか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） 現状といたしましては、まあ決して意見を挟めないっていう状況

ではございません。理事会などの基幹会議などには必ず参加しておりますし、その際に発言等

も行っているところでございます。 

 また、イベントが終われば観光協会主催のものにつきましてはその時々に反省会というのも

やってございますし、そういうのを踏まえながらよりよいものをつくっていかないといけない

のかなあというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 歴史と文化遺産、これが観光産業の大きな柱になってくるわけですが、

こういう地域ですので当然宗教的な、先ほども言いましたけど、イベントや行事、多くなって

きます。そういった点で、町当局が主体的にしっかりとかかわれるという体制を、そういった

組織のあり方、これの検討が必要じゃないかなというふうに思っています。 

 私もいろいろ調べてみましたら、例えば白浜はことしから白浜ＤＭＯですか、白浜観光局と

いうてるんだそうですね、が組織されてます。田辺は田辺で、田辺市熊野ツーリズムビューロ

ーというＤＭＯが組織されています。これは2006年からもう既にスタートしてます。非常にあ

そこの向こうのそういう意味での観光客の誘致もインバウンドも含めてですが、かなり進んで

るというのはいろんな人から聞きますんで、そういうことが早くからスタートしてるというこ

とが大きな要因になってるんじゃないかなというふうに思うんですが、私ね、これ石橋議員か

ら借りたんですが、ＤＭＯの観光地経営のイノベーションという本が出てます。これはもう上

川町、これ北海道ですね、大雪山ツアーズ、これ株式会社、この設立をしていくと。そうして

民間の活力を生かしながらただしこれは利益目的ではなくて、世界的に取り組まれていて、観

光経営の進め方の問題でいろいろこういう提言を出してるわけです。 

 今ここは外国のことも出されてますが、それにあわせて日本版ＤＭＯというのがありまし

て、これは多分政府の機関の中にもあると思いますけど、広域、それから地域連携、地域のこ

の各ＤＭＯがあって、そして白浜や田辺のほうは地域ＤＭＯとして活動していくと、こういう

ことになると。この組織は、先ほども言いましたように、利益団体ではなくて、観光物件や自

然、食、芸術、それから芸能、風俗、風習、こういったことを観光資源にして、そういう資源
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に非常に精通しながら地域と協働して観光地域づくりをやっていくと、これが基本になってる

わけです。 

 そういう意味で、本町の観光行政考えていくときに、私はこういう幅の広い取り組みができ

るものを考えていかなければだめなんじゃないかなと、これからの観光行政、他におくれをと

ることになってるんじゃないかなというふうに思います。 

 有田川町では、こういった形で株式会社地域創生というのをつくってますね。だから、いろ

んな意味で民間の力も活用しながら、そして観光行政の経営にしっかり携わっていくという取

り組みがされていますので、ぜひ検討してもいただきたいと思いますが、そこらあたりはどう

でしょうか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） ＤＭＯにつきましては、県内におけるＤＭＯの候補法人を含めて

７法人設立されており、各地域で観光地経営に立った視点で既に展開されているということに

ついては、把握しているところでございます。 

 このような状況から考えましても、議員御指摘のとおり、ＤＭＯは有効な手段の一つである

と認識しております。今後も引き続き勉強してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 結構多額の費用を投じてるわけですから、そこらしっかり活用、私らも

費用対効果だけを求めるんじゃないんですけれども、やっぱり多額の金額になってきますとそ

ういった検討がしっかり必要だと思いますので、ぜひお願いしたいと思います。 

 次、観光行政の問題で最後の点ですが、前も言ったんですが色川の位置づけですね。これ過

疎の村、ここが今Ｉターンの方がたくさん来られて全国的にも有名な色川地域になってるんで

すが、いろんな意見もある中で、せっかく立派な小・中学校ができたわけです。ここをやっぱ

り小さなまちおこし、村おこしの拠点にできないものかというのをやっぱり常々思っておりま

す。この色川地域を何とか観光特区というような形でやっぱり盛り上げていく、そして全国に

発信していくことが必要じゃないかなと思うんです。 

 これは私、前にも言いましたが、何も私個人の意見じゃなくって、この熊野の廃校という本

の中に色川のことが書かれてるんですよね。ここで、前にもちょっと紹介しましたが、ちょっ

と紹介します。色川地区は山腹の集落であり、風化の進んだ土地のために土砂災害が頻発する

場所にあると、しかしその美しい石垣の棚田は来る者に郷愁すら与えると、集落にも石垣や石

畳が張りめぐらされ、まるでアンデスのマチュピチュをイメージさせる天空の村となっている

と、こういう表現の仕方されてるわけですね。 

 だから、私こういったことを何とか活用しながら、学校の建ってるとこは標高270メートル

ぐらいですか、そういうところにあって、大野あたりから見たら雲海も非常にきれいですね。

そして、平野あたりになりますとサンセットね、これが非常にきれいに見えます。 

 そういう意味で、小阪のちょうど妙法山に上がる道からちょっと越えたところを行きます



－56－ 

と、棚田と、それから谷の向こうに広がる色川の地域、大野の地域ですね、ああいったところ

を見るには、この光景っちゅうのはそんじょそこらで僕、ほんまに見られない光景だと思うん

です。 

 そういう意味で、この方も、これはもう有名な先生、中島先生ですが、書かれた本の中にこ

う紹介されてるわけで、ぜひそういう点で観光産業として、観光としても生かしてあげてほし

いなと、生かしてほしいなというふうに思うんですが、そこらどうでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） マチュピチュっていうことでアピールしてはとの御提案について

でございますけども、お客様の求めているものや人の心をぐっとつかむキャッチーさっていう

のももちろん大事なことであると認識してございますが、それに加えて、やはり地元の方々の

こうしたい、こんなふうにしていきたいという気持ちがうまく合わさって初めて実効性のある

有効な施策になるものではないかなあと考えている次第でございます。 

 今回いただきました御意見につきましては、参考にさせていただきながら、地元の方々の御

意向も踏まえた上で、観光行政に取り組んでまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 地元の意見をしっかり聞いていただく。私も両親は色川の出なんで色川

によく行くんですが、いろんな方から聞いてもやっぱり何とか色川を元気にしてほしいという

声は聞きます。 

 そういう意味で、色川のほうはＩターンの人たちが入ってきて、それで今民宿をやったりと

いう、そういうような取り組みもされていると聞きます。ほんで、あの谷間にやっぱり小さな

子供たちの声が響き渡るっちゅうのは、まあ普通はなかなか考えにくいことですが、そういっ

た息吹をつむいでいく、こういう取り組みにぜひしていただきたいなというふうにお願いをし

たいと思います。もちろんそのときは地元の声も聞きながら、しっかり新しい村づくりという

んですか、過疎の村をしっかり観光としても迎えていけるような村づくりをしてあげてほしい

なと思います。 

 次に、若者、子育て支援の問題ですが、新しい町政の中でやっと中学校給食の実現の動きが

できました。前回の一般質問でも若者、そして子育て世代の人口流出について対策をと訴えま

したけれども、この中学校給食以外で今こんなことも新たに考えてるよとかということは何か

ありませんでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 福祉課長榎本君。 

○福祉課長（榎本直子君） お答えします。前回の一般質問で御指摘のありましたとおり、子供の

人数及び子育て世代の人数は減少傾向でございます。子育て世代への施策といたしまして、今

年度は和歌山県が始めました在宅で第３子以降のゼロ歳児、または所得制限を満たした第２子

を育てている多子世帯への在宅一時支援として15万円給付する事業に町からの給付金同額を上

乗せした事業を行っています。また、保育所の完全給食導入といたしまして、別途徴収してま
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いりました主食代を本年度から負担しているところでございます。 

 今後は、今年度に子ども・子育て支援事業計画のアンケート調査を実施いたしますので、ニ

ーズ調査を行い、皆様の御意見に耳を傾けながら、子育て世代の支援に努めたいと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） ぜひアンケートも含めて、皆さんの声、ニーズを拾い出して、つかん

で、それに対する対応を適切にとっていただきたいなと思います。 

 そういう点では、前回も聞きましたんですが、高校卒業までの医療費の無料化するとすれば

何ぼだということで聞きましたら、大体730万円ほどの準備でできるん違うかということで答

弁があったように思うんですが、そういった意味で、早急に打てる手としては考えることはで

きませんでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） 高校卒業までの医療費無償化につきましては、今現在町財政の状況等

を勘案しながら検討を行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） ぜひ実施できるように検討をしていただきたいと、このように思いま

す。 

 そのほかに、他の市町村で実際やられてる子育て支援、これがまあ本町の場合は相当おくれ

てるというのを感じるんですが、先ほど福祉課長の答弁にありましたように、若者、子育て世

代の人口流出が多いということの中で、やっぱり危機感を持って取り組むことが大事やないか

なと思うんです。 

 そういう意味で、給食費などへの補助もこれから実施に入るわけですが、最初は２割、３割

からスタートして最終的にはやっぱり全額補助もできますよということで、そういう方向を目

指していきたいなと、いっていただきたいなというふうに思います。それで、安心して子育て

できる環境、これを目指していただきたいなと。前もこれ言いましたが、一気に実現するのは

大変だと思いますんで、町民に見えるように、やっぱり町民の皆さんが税金を納めてるわけで

すから、それに見えるような形でしてやること、返していくことが一番大事だと思います。 

 だから、そういう見えるように計画的に取り組んでいただきたいと思いますし、特に若者支

援の中では、やっぱりほかのところではもう結婚、出産の祝い金が出たり、それから家賃補助

を出していたり、こういった市町村もあるわけですから、実施できることからぜひ取り組んで

いただきたいなというふうに思います。 

 次に、公園の問題ですけれども、本町は本当にちょっと公園が少なくて子供たちの遊ぶ場所

が限られてくるんですね。そして、前にも言ったんですが、私とこの区にある朝日公園、若者

広場とも言うわけですが、ここはやっぱり遊ぶ場所が少ないためにボールを使うんですよね。
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それで、サッカーをしたらそこら辺に警察に通報しますというような文書が、看板があって、

余りああいう表現は僕はよくはないと思うんですが、もっとやっぱり子供たちの心に訴えれば

悪さもしないだろうし、そこのところは行政側がしっかり手を打てばわかってくれるんじゃな

いかなと思うんです。 

 きのう私らも正月に向けてやっぱり公園きれいにせないかんということで落ち葉拾いや、そ

れから雑草を刈ったり、そして溝に落ちてるごみを拾ったりしてこうやったんですが、やっぱ

り皆さんでやるときれいになります。だから、そういう場所があちこちであって、子供らが安

心して遊べるという場所をぜひ考えてあげてほしいなと。 

 これは前スケボーの話もしましたが、そういったことも含めて、ぜひ子供の遊び場、公園で

すね、こういったものを整備をしてほしいなというふうに思いますが、そこらの点で子育ての

観点から公園のそういう整備やらいろんな問題で何か考えておられることはありませんでしょ

うか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） 本町の公園数につきましては、現在16カ所ございます。内訳につ

きましては、都市公園が６、宅地造成に係る公園が３、河川公園が３、防災公園が１つ、その

ほか３カ所ございます。 

 安心して遊べる公園ということについてでございますが、今申し上げた公園が全て該当して

るかどうかっていうところにつきましては、ちょっと検討の余地もあるのかなと思いますけど

も、地域住民のニーズをしっかりと把握して研究してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 親子が弁当持って遊びに行きたいと思ったら、みんなやっぱり三重県に

行ったり、田辺まで行くというケースが多いんですよね。 

 そういう点で、前の、私がここで町会議員する前にされた田中議員が、田中元議員ですね、

その方がここで公園の問題を取り上げて質問したときに、那智高原があるというその当時の町

長からの答弁が出てきたんですが、これ見て私もびっくりしたんですが、そういう感覚でおる

と、やっぱり公園の整備はできないし、進まないだろうなと思ってたら、まあ案の定そうなっ

ておりますが、ぜひ親子でゆっくり遊べる、そういう公園づくりもぜひ検討していただきたい

なというふうに、これは子育て支援の観点からぜひお願いをしたいと。 

 その際にちょっとお願いをしておきたいのは、遊具ももちろんそうですが、安全を確保する

ことも大事ですが、子供らが来たときにやっぱり時間がわからないというので時計ですね、公

園にやっぱり時計があれば、ああ時間気にして、今はやっぱり５時のあのチャイムしかありま

せんので、そういう意味では時計見ながら子供も行動できるんじゃないかなということで、安

心・安全の対策のためにもぜひ公園に時計。 

 それから、これもこの間の私らの国民要求実行委員会のここの本町との交渉のときにも声出

てたんですが、トイレがないために結局家までトイレしに帰るというようなことがありまし
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て、そらまあそうなりますと慌てて行きますから、もし途中で交通事故等があっても大変です

ので、ぜひそういうことも含めてトイレ、それから時計、こういったことは必要なものとして

ぜひ取り組んでいっていただきたいなと思います。 

 その点で、公園のそういう整備の問題で考えてることはありませんか。ないですか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） 先ほども申し上げましたとおり、地域住民のニーズというものを

しっかり把握して研究してまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） ぜひ皆さんの声をしっかり聞きながら取り組みを進めていっていただき

たいと思います。 

 最後に、防災についての質問ですが、前回の定例会でブロック塀の改修に対する補助金の条

例化がされましたが、その件についてちょっと町民の皆さんから幾つかの疑問が出されてます

ので、それについてちょっと質問をしたいと思います。 

 １つは、ブロック塀の除去に関してですが、やはり補助の費用が少ないために撤去もできな

いという声です。この方、ある方ですが、９月に２人の調査員の方が来られて、そして著しい

傾斜ありという調査結果で帰られたそうです。その後、ある業者の方から、私はその方から預

かった資料もここに持ってきてるんですが、それ見せてますとちょっと時間かかってきますの

で、それでそのある業者の方からその方にこういう見積もりが出されてきた、持ってこられた

そうです。ブロック塀取り壊し工事13万5,000円と、それからブロック塀一式取り壊し工事

17万2,800円という２種類の見積もりが出されてきました。金額の少ないほうは取り壊しだけ

です、あくまでも取り壊しだけ。後のコンクリートがらの撤去のほうはもう個人でしなさいよ

ということになるわけです。それで、その方の塀の長さは7.1メートル、高さは1.72メート

ル、幅、厚さは10センチです。その方は、しかし女性１人でお住まいなので、当然壊されたコ

ンクリートの撤去なんか、これできませんよね。そしたら、業者に工事を頼まざるを得ませ

ん。そうしますと、どうしても高いほうになります。 

 このときに、その方に示された補助の基礎額ですね、これが８万5,000円ということなんで

すよ。工事を結局ちゃんとしてもろて、片づけもしてもらおうと思えば約９万円の自腹を切る

ということになるわけですね。その上、フェンスをつくるとなったら、またフェンス代もかか

ってきます。そういう意味で、その方は年金暮らしをされてて、家の雨漏りもちゃんとよう直

さんのに何でこんなコンクリート塀でこんだけのお金使えるんやと、そんな余裕ないわと、非

常に怒っておられましたですね。もちろん僕はそうだと思いますね。 

 これまで台風や地震があったとしてもこのブロック塀の問題一切取り上げられてなくって、

この間の事故があったから、これやむを得ずもう調査をしてせないかんということになったわ

けですけども、そのことで結局今まで何もなくて済んできてたことがぽんと起きて、それに対

してお金を払えと、自分の金でやりなさい、まあ簡単に言うたら自分の金でやる分をしなさい
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よということにわずかな補助ではなってしまうんですね。 

 ある方は、これも狭い、この方のとこは１メートルぐらいの通路です。そのブロック塀を直

しなさいと言われたんです。もう一人の方は、１メートル50センチあります。ここでブロック

塀撤去して新たにつくり直そうと思ったら、道幅１メートル50センチですよ、真ん中の中心点

から２メートルのとこに建てなさいと、こう言われるんですよ。そんなん家の中に入り込むじ

ゃないですか。そしたら、できないので、そんなことできませんよと、ここの家の、もろに中

までで入ってきますんで。そうしますと、そしたらここいつか４メートルぐらいの幅に道路を

広げるんですかと言うたら、いやそんな計画ありませんでしょ、その方も怒っておられるんで

す、何でそういうことを、失礼なことを言うんやというて。やっぱり人の立場を考えてないと

いうことで言われました。だから、年金生活で始末に始末を重ねている人、これは本当にまあ

そういう意味で言ったら余裕がないというふうに思います。 

 この見積書には有効期限まで書いてるんですよ。それで、さらにその有効期限が書かれたや

つが送られて、持ってこられて、そして次にさらに追い打ちをかける、これはちょっといかが

なもんかなと、県の振興局が11月30日付でこんな文書を送ってきてるんです。ちょっと中身読

みますね。これ参考として書いてます。あなたが所有されている何町何番地のブロック塀、こ

れを早く、放置しておりますとさらに危険な状態になることが予想されると、つきましてはブ

ロック塀の倒壊等により前面道路を通行される方に危害が及ぶことを防止するため必要な措置

を講じられるようお願いしますと。その中に参考例として、建築基準法の第８条というのがあ

りまして、そこに民法まで書かれて、第717条には土地の工作物等の占有者及び所有者の責任

が規定されていて、その中にこういうのがあるんですよね。建築基準法第８条第１項、建築物

の所有、管理者または占有者は、その建築物の敷地、構造及び建築設備を常時適法な状態に維

持するように努めなければならない。これが維持できなければ何かあったときはあんたが責任

とりなさいよと、まあ言うたら被害者に対してその損害を賠償する責任を負いますよという文

書がぽんときてるわけです。 

 そうしますと、この方ね、これおどかしかっちゅうんですよ、ここまで丁寧にやられたら

ね。ほんなら、こんなこと私できへんやないかと、どうせえというんやと。せやから、もう結

局できないからやめますとなってくるんですよね。 

 だから、そこらもね、それで私ちょうど散歩してるときに業者の方がちょうど工事をされて

いて、そのブロック塀を工事されてる方に話したんです。どうですかといって話をしたら、結

局こう言うてるんですね。中途半端な支援のために、逆に、これちょっとこういう言い方失礼

ですが、そういう金額的にやっぱり十分な補助がないために、逆にブロック塀を抱えてる人は

泣いてるっちゅうんですよ、出せないから。金の余裕のある人やったらいけますが、だけども

ほんまに金のない人そんなんできへんって泣いてますよって言うんですよね。僕もそのとおり

だと思うんです。 

 だから、そういう意味で言いますと、補助の金額については、一度条例化しているわけです

が、大変難しいかもしれないけれども、一定補助の金額を改めてふやすとかということも含め
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て考えていかないと、これまあ財政もある中で大変厳しい状況ですが、ブロック塀の改修は

遅々として進まないと思うんですよ。 

 だから、そういう点で必要な対策を講じるべきだと思うんですが、そこらいかがでしょう

か。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） ブロック塀に係る補助につきましては、本年９月議会におきまして補

正予算を頂戴し、施行を始めたところでございます。 

 本町の現在の補助につきましては、撤去の場合、対象となる工事費の10分の９で上限が10万

円、１平米当たりの上限が7,000円としているところでございます。 

 手持ちの資料では、串本町におきまして限度額が撤去30万円となってございます。県下で実

施予定も含め、13市町村で現在事業を実施してございますが、多くは10万円の限度としている

ところが現状ではほとんどのところでございます。 

 しかしながら、本年度から始めた事業でございますので、これから先進地等を参考に進めて

いきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 今串本町の例も出ましたんで、串本町は10分の９、９割が補助として出

たと思います。そうしますと、この方、例えば９万円補助をいただいてもあと９万円かかると

いう方なんですが、これ串本の９割で考えていきますと１万7,280円で済むんですよ。なら、

大きな違いですよね。 

 だから、もっとそういう意味で安心して取り壊しの撤去ができるようにそういうことも含め

て考えてやっていかないと、確かに10万円で多いのが多いんかもわかりませんけれども、せや

けどそれは余りにも今の実態とは合うてないんじゃないかと。特に、こういった田舎のほうは

やっぱりブロック塀結構多いですから、もともと風を防ぐために、宇久井なんかいうたら結構

木で風を防御するというようなことをやってますけれども、そういう意味じゃなくて、こっち

は勝浦のほう見たらやっぱりブロック塀のところ相当ありますから、そういう面での対策を、

ほんまに新たな対策をどうしていったらいいかということを考えていってほしいなと思いま

す。 

 そしたら次に、そういう意味で安心・安全のまちづくりに向けて、しっかり対応してあげて

ほしいなというふうに思います。だから、必要な点については、また改めて対応を考えていた

だきたいというふうにお願いします。 

 次に、その安心・安全のまちづくりに向けて取り組んでいただきたいわけですが、ここ３年

間毎年築地地区ですね、勝浦駅前から含めて、それで駅裏もそうですが、駅裏はまあ朝日にな

りますが、ここらで毎年この３年間冠水するという事態がやっぱり生まれてるんですよね。か

なり地元の築地地区の方不安に思っておられます。 

 それで、勝浦のやっぱり商業での中心地になる場所なので、ここを、駅前を含めた築地地区
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のこの冠水問題、どうしていくかということを観光と地元産業の上からも早急に対応が必要だ

と思うんですが、今考えてる対応策ありましたら教えてください。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 今やれる対策としましては、以前よりも築地地内の全体の排水能力が

落ちている可能性がございますので、道路地下の大型暗渠排水路及びそれに接続しております

各町道からの暗渠管や側溝を調査し、土砂が滞積していればそれらの撤去を行い、少しでも排

水能力が上がるよう対応したいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 早急に取り組める分はそういうふうにしたってほしいんですが、例えば

あそこのところですね、漁業組合のところで結局排水管が向こうのほうでふたをされてるため

に、あそこ漁業市場の工事をしたために、結局そこから逆流が起こるという、いろんなとこで

逆流が起こってるという現象が出てきてるんで、だからそういったことも含めて、ちょっと対

策としては具体的にどうしていくかということで、ちょっと時間かかるかもしれませんが、抜

本的にこうしていきたいというものを出していかないと、築地駅前のこの地域、それから裏側

の朝日区のとこでもそうですが、やっぱり相当皆さん不安になってきてると思います。 

 私もずっと駅前で18年間育ちましたんで、見てきて、その間であそこの一帯が水で大変だっ

たというのは、あの伊勢湾台風のときしか覚えてないんですよ、１回だけです。もう頭の中に

しっかり刻まれてんのは。あとね、チリの大地震のときにも津波が来ました。それで、家のと

こまでばっと学校から慌てて帰った、もうすぐ帰りなさいということだったから帰ったら、ち

ょうど昔やったら望海の横から水がさあっと入ってくるのが見えたんですよ。それで、親に水

が来たでって言うていうて、慌てて荷物、１階のものを上げかけたらぱっととまってよかった

んですが、そういう意味でいきますと、そのときぐらいなんですよ。だけども、そのチリのと

きはすっと引いていったやつ、私も見たんですが、もう引いてしもて、あとはだんだんだんだ

ん緩くなっていきましたんでそれ以上来ませんでしたが、せやからその１回だけ、最初の１発

目だけだったです。 

 だから、そういう意味で言うたら、この地域、冠水の問題っちゅうのは余りなかったんです

よ。だけども、この間３年連続で起こってきてるということで、やっぱり相当地元の方不安に

思っておられます。特に商店街の方ね。これがもう直接響いてきますんで。ちょっと大きくな

ってきますと、やっぱり１週間ぐらいがちょっとどうしてもにおい残ったりいろいろあります

んでね、そういうことでいきますと、この問題はちょっと早急に対応が必要じゃないかなと思

うんです。 

 それで勝浦やっぱり、何度も言いますけど、大きな観光地というとこで、商店街が疲弊して

しもたら何もなりませんので早急な対応をお願いしたいなと思うんですが、だから１つは排水

の問題もそうですが、遊水地がないですね、ここね、いろんな物が建ってしまったっていうの

はあるんですが、遊水地がありません。だから、そういう意味で言ったら、そういったことも
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含めて、ちょっと抜本的に対策を考えていかないと対応がおくれてしまうんじゃないかなと。 

 とりあえず、とりあえず早急にその排水の側溝の中のいろんなそれきれいにしていく、汚泥

を取っていくというのはもちろんのことなんですが、計画的にこうしていきたいというやつを

やっぱり町民の皆さんに、特に浸水された、冠水される危険の多いところについては、ぜひ早

急に対策を立てていっていただければなと思います。 

 この間のような集中豪雨で来た分はそれはどこともなりますんで、それはやむを得ない分も

あると思いますが、改めて予測できる冠水の問題についてはぜひ取り組んでいっていただきた

いなと思いますが、そこらちょっとまた引き続きやってもらえますでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） まず、築地地区の各側溝の高さや地形の高低差、そして側溝と暗渠な

どがどのようにつながっているかがわかる詳細なデータが記載された地形図が本町にはござい

ませんので、今後側溝整備を計画的に検討できるよう地形測量と地図等の資料作成を平成30年

度以降の予算で行いたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） その地形図がないのが一番心配なんですが、ぜひそのことも含めて早く

対応して、皆さん安心できるようにしてあげてください。 

 それから次に、防災の問題でちょっと考えてほしいのは、ハザードマップが出た後、あと何

もないんですよね。これ築地区の防災マップなんですよ、築地区の。朝日区もあります、こ

れ。朝日区の僕きのう公民館にとりに行こうと思って、もうちょっと時間がなくなったんでよ

うとれんくて、築地区のをちょっともう通りすがりに借りてきたんです。 

 ここには、もういろんなもの書いてます。それで、高い建物ね、避難できる場所、もちろん

避難場所、それから公衆電話もあります、公衆電話、ここに公衆電話あります。だから、そう

いうふうにして割と、そういう放水用の、消火用のホースですね、ここにあります、全部こう

した図で。 

 これね、防災マップ、多分ハザードマップは家の玄関とかわかるとこに多分張っておられる

方はないとは思うんですね。よっぽど意識の高い方ぐらいだと思います。やっぱり見ても大き

過ぎてわからんですよね。だから、まあそれはあれは津波の高さはここらまで来るよというこ

とで大体書かれてる内容ですから、だからあれよりも僕はこういうすぐ玄関とこに張っておい

て目に届く、皆さんの目に届いて、ああ絶えず意識下されるという、こういうやつをぜひ防災

で取り組んでもらえないかなと。これを各戸に配布しておいてもらえれば、玄関のとこにぽん

と、これやったらすぐ剥れますんで、これやったらいつもこう絶えず目にしますんで、必要な

手が、それぞれがやっぱり意識を高めていくという点では大事じゃないかなというふうにこれ

を見て思ったんです。もちろん朝日区にもありますんで、朝日区なんかも高いビルのここへ逃

げてくださいというような場所も書かれています。 

 そういう意味では、ぜひそういう取り組みをしていただきたいなというふうに思うんです
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が、もう一つです、まあそれは３・11のあの事件から、東日本大震災のほうからもう長年たっ

てきますと、だんだんだんだん意識も薄らいできますんで、ぜひそういう取り組みをしていた

だきたいなというふうに思うんです。 

 次ですが、この間私ちょっとある、ソフトバンクの携帯の事件が、問題が起きましたです

ね。あれを見たときに、やっぱり公衆電話必要やなと。今ここの築地区だけでこれ３カ所ある

んですよ、３カ所。そして、海側に近いようなところがありますんで、これやられたらすぐや

られますんで、そういうことも含めて、少しでも安全な場所にというんか、利用、壊されない

ようなところに、例えば駅のところには必ず２階のところに公衆電話があるとかというような

形で、ぜひ幾つか町内に、いざというときにはやっぱり公衆電話僕は大事やと思います。前の

ときもやっぱり携帯ではつながらないということが多くなりますんで、今回もうソフトバンク

のああいう事故があったということで全国でもうパニクってますから、そういう意味では公衆

電話、ぜひ必要じゃないかというふうに思うんですけども、そこらで考えてもらうことはでき

ませんでしょうか。ちょっとそこ意見を求めます。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 地区の防災マップの作成の件でございます。幾つかの地区では、既に

作成いただいているところでもございます。自主防のほうからお話をいただければ、連携に努

めてまいりたいというふうに考えてございます。 

 また、公衆電話の配備につきましては、現在町内には屋外に設置されており、常時使用可能

なもので29基の公衆電話が設置されてございます。主には、駅前や国道沿いとなってございま

すが、ＮＴＴでは新設には何らかの条件があるとは聞いてございますが、できること、必要な

ことは進めていきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 自主防からの申請があるというよりも、できるだけ防災が中心になりな

がらできていないところについては支援をしながら取り組んでいくということで、そしてその

防災の方にも意見を聞きながら、例えばうちのとこでここに公衆電話がないからここに欲しい

よとかね、というようなことも含めて、対応を考えていただければなと思うんです。それをち

ょっと最後、その防災の件でお願いをしておきます。 

 それから、やっぱりその点は自主防災だけに任すんではなくって、役場の人数も少ない中で

大変だろうと思うんですが、ぜひ防災のほうでも避難路の整備の問題も含めてですが、この間

も勝浦小学校のところの防犯灯が切れてて夜中暗くて困ってる、子供らが安心して通れないと

いうような問題が出て、それはすぐに要望で上げたんですが、あそこ、きのうたまたまちょっ

と用事があって行ったときに、自動車道の下の中村のとこですか、あそこに自動車道に逃げる

避難路があるんですが、あそこらあたりを、あれ夜になったらさっぱりわかりませんね。真っ

暗です。せやから、そういうとこにせっかく避難路がある、昼間やったら逃げられますけど

も、夜のときはもう全然対応できないと思います。車のライトで照らしても部分的ですから
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ね、非常に、やっぱり怖いと思います。 

 だから、そういう意味では、ああいったところ、きちんとやっぱり点検をするというんです

か、点検をして整備をしていくと、そこは自主防災の人とも相談しながらそういうふうなとこ

ろについては補っていくということをぜひお願いしたいなと思います。 

 そして、今ぴっと鳴りましたんで最後にしていきたいと思いますが、皆さんとこのおうちに

も多分こういうチラシが入ってると思います。貸してください、売ってください、農地、山

林、遊休地、耕作放棄地、これを高額で買い取りますという、100坪以上ですよ。これ多分家

のほうに広告で入ってる。それで、もう既にそういうものが契約がされたというのも紹介をさ

れて、こういうチラシが入ってて、私もこれ見てびっくりしたんですが、ああもういよいよい

ろんな動きが出てきてるなということで。 

 それで、調べてみましたら、こういう土地、だから農地のとこに家があって、そこ誰も住ん

でないと、その壊す作業もうちで責任持ってやりますよと、ここまで言うんですよ。そした

ら、これ、そういった家でもこんなんどこが買うてくれるんやと思うてるとこがぽんと買いま

すよと言うてくれたら、ああおおきにってなりますよね、当然。だから、そこが僕は一番怖い

とこだろうなと思うんです。そのときに、売る方のほうはそういうことも考えずに、何やせっ

かく買うてくれるんやったら少しでもお金できたほうがいいと思うのは、これは当然のことで

あって、だからそういう人たちが知らん間に売ってしまったと。 

 そしたらね、初めから   で使うんだったらわかるんですが、そうじゃなくて、買うてお

いて後で転売するんです。転売をして、そして別の人に売って、その人が   で使うとい

う。それで、またその場所を貸す、貸して、又貸しもできるよ、当然ね、そういうことをして

わからないようにしていくと。当然、そこで太陽光発電をするとなったときに、その斜面を見

たときに、こんなとこなんでつくるんやという声が当然上がってきますから、だからそういう

ことを避けていくために業者のほうはいろいろ知恵を絞ってると思います。 

 そういう意味で、これはすさみ町の例なんですが、小高い丘をもう削り取ってしまって、こ

れ全部全面小高い丘こうなってますよね、これ全面ソーラーパネルです。だから、湧水のどこ

ろじゃないじゃないですか、貯水もできません。ここは下に田畑があるために除草剤まけない

ですよね。そうしますと、何してるかというと、これソーラーパネルの下はビニール、緑のビ

ニールでわかりにくいように覆ってるんですよ。そしたら、これどうなります、雨降ったら。

大雨降ったらすぐ川になりますよね。谷になる、谷というか川、水流れ込みます。そしたら、

それが全部下へ行きますからこれ二次災害起こします。これ大変な状況です。これがすさみ町

のほうで、私向こうのほうでちょっと写真いただいてきたんですが、そういう形になってま

す。 

 だから、ぜひここらあたりもしっかり見ておいていただきたいなと思うんですが、こういう

今のところで実態をつかんだというのはありますやろか、ちょっと聞きます。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） ことし６月22日に施行されました和歌山県太陽光発電事業の実施に関

－－－ 

－－－ 
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する条例では、出力50キロワット以上のものであれば県知事の認定が必要となってございます

ので、そういう大規模なところについては県でも町でも協議が必要になってまいりますので把

握はしておりますけども、それ以下のものについては今のところ把握はしてございません。 

 しかし、今後は那智勝浦町宅地開発等に関する指導要綱の中にあります適用範囲を太陽光発

電事業建設に関します事項を追加するよう改正しまして、事前協議や指導を行ってまいりたい

と思います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 多分これ県の条例もあった中での、多分つくられたやつだと思うんです

けどね。かなりえげつないですね、中見ましたら。だから、そういう点とか、勝浦のほうでも

ちょこっと見回してみますとそういう動きが出てきてるというようなことはちょっと耳にしま

す。 

 この間もある方、湯川の奥の方ですが、私もちょっと行って話をしてる最中にライトバンの

バンの車が、大きいやつやね、普通はそこ軽ぐらいしか通りにくいとこですが、入ってきてま

した。それ多分その土地の調査に来たんだろうと、見に来たんだろうと思いますけども、そう

いう動きが出てきてますんで、もし町民からそういった   のような動きについて相談があ

ったときにはぱっと受け流すんじゃなくて、しっかり対応してあげてほしいなというふうに思

います。そうしないと、土地だけかと思ったら、転売、又貸しとかといってさらにいろんな問

題出てきますんで、しっかり目を光らせて対応していただきたい。できたら、町の条例等も含

めてしっかり検討していただきたいなというふうに思いますんで、よろしくお願いします。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（中岩和子君） 10番津本委員の一般質問を終結します。 

 休憩します。再開11時15分。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              10時56分 休憩 

              11時14分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 次に、９番亀井議員の一般質問を許可します。 

 ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 通告に従いまして、私の一般質問をさせていただきます。 

 今回の私の質問内容は２点。１つ目は交通弱者に対する交通アクセスの構築について、２つ

目は空き家対策についての２点を質問させていただきます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず、町営バスの運行についてでありますが、平成29年12月議会の一般質問において、新病

院への交通弱者のアクセス及びコミュニティーバスの運行についてを私はお尋ねさせてもらい

－－－ 
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ました。また、当局からは６月の委員会において、天満、勝浦、宇久井地区に町営バス運行計

画の説明を受け、さらには地域公共交通会議では１社の反対があったことの説明を受けました

が、その後、今日に至るまでのこれに対する対応等があり、またそういったことがあれば進捗

等をお聞きします。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） お答えします。 

 現在もその事業者との協議を継続している状況でございます。既存路線との競合区間の問題

があり、いまだ合意を得るに至ってございません。 

 しかしながらですけれども、先日当該事業者と協議を行い、新路線の整備については地域住

民からの要望があることと、また高齢者を初めとする住民の交通手段を確保する必要があり、

競合区間があることによる影響については他の方法等により解決していくことで前向きに協議

していただく旨をお伝えし、一定の理解を得られたところでございます。 

 以上です。 

 また、今後も天満、勝浦地区、それから宇久井地区における新路線の整備に向け、早期に合

意が得られるよう取り組んでまいります。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今の御説明では、宇久井地区から町営バスを運行するには、以前は、会

社名を申しますけども、熊野交通の新宮勝浦線と重複するという意味での反対があったと聞き

ましたが、そういった協議というのは地域公共交通会議ということの認識でよろしいんでしょ

うか。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） お答えいたします。 

 宇久井地区から勝浦地区に至る路線につきましては、現在も合意を得ておらず、協議を継続

している状況にございまして、地域公共交通会議の開催には現在至っておりません。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） それでは、色川線につきましては、色川から出てきて県道那智山線に入

りましたならば、そこから井関駐在所前から勝浦駅まで、これ熊野交通と同じ路線を走ってま

すわね。そういったことを踏まえて、宇久井地区ともそういった熊野交通の路線が走ってる、

この違いは、宇久井は走れない、色川線はそういった那智山線から走ってる、そういった点に

ついての違いはどういうことですか。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 町営バス色川線は、熊野交通の色川線の廃止後、代替措置として地域住

民の交通手段として運行を開始しており、重複する部分の運賃を同額設定とすることなどを条

件に熊野交通側に理解していただいた状況でございました。 
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 現在、当時とは状況もかなり変わってきておりまして、現在ではこの路線に関しても厳しい

状況であると思われます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） それでは、今もう一点聞かせてもらいたいのが、今宇久井等では話し合

いが続けられていると、協議中であるということですけども、１点これちょっと教えてほし

い。 

 もし仮に町営バスが直通で病院なり行けない、太田、色川線は入ってますわね。宇久井地区

入れないとなりましたら、宇久井地区、特に主に高津気やニュータウンから交通弱者が新病院

へ行くにはどう行けばいいのか、そのルートをちょっと教えてください。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） ニュータウン、また高津気地区、またそのほかの宇久井地区の方々です

けれども、新病院に行く方法としましては、検討しております宇久井地区の町営バスで宇久井

駅または国道沿いの熊野交通のバス停留所まで行っていただき、それから新宮－勝浦間の路線

バスに乗り継いでいただきまして勝浦駅等々で降車後、また経由する町営バスに再度乗り継い

でいただき、新病院に行く方法となります。 

 現在、宇久井地区とあわせて検討しております天満、勝浦地区における町営バスの運行が仮

に可能となれば、そういった選択肢もふえてくるものと考えております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） この太田色川線が病院へ入っていくから、そこまで定期バスで来て、そ

こで乗り継いでくれというような考えですけどね。太田色川線、１日３往復ですわね。という

ことは、その６本のうちの往復乗るわけで、帰りか行きかのどっちかでしか病院へ寄らないわ

けですわね。 

 そういったときに、非常にこれ勝浦の駅でおりても土産物屋さんの角っこに停留所があるわ

けですよね。駅でしたら駅の構内に入って、もし雨のときでも待機できますけど、あそこでも

し雨降りのときに乗り継ぐ、また朝日の停留所で乗り継ぐといって、雨降りのときどんなにす

るんですか。ましてや、新宮から勝浦までの定期バス、常に時刻表どおり走ってないんです

よ。５分、10分おくれとか、そういうのは常にあるんですよ。そういった場合、太田線とかそ

の色川線の発車、前の名古屋からの電車やないけど、新宮で待っておったというのがあります

けど、そんなんちょっと待ってもらえるんですか。そんなん非常に難しいですよ。 

 ですから、そういったことを踏まえて、ただ単にそういった経由のバスがそこへ行けと、そ

ういうような方法では、ちょっと理解できんと思いますけどね。その辺どうですか。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 今申しました方法に関しましては、すごく議員おっしゃるとおり不便な

方法になります。 



－69－ 

 ただ、今考えてる路線としては、そういう路線でしか今は考えられておりません。申しわけ

ない。また、先ほども最後言いましたけれども、勝浦、天満、新路線ですか、そういったもの

も可能とあればそういったところも選択肢もふえてくるということで、今そういった方法しか

考えてございません。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） そういった、熊野交通さんも非常にあの路線が乗客が少ないという中

で、１つお聞きしますけども、新宮市の場合、やましろ号というバスありますねえ。これは新

宮市の医療センターから中心部へとか近大の新宮高校前とかといった路線があって、佐野地区

から国道を通った熊野交通の定期バスの路線を走ってるんですよね。この路線バス、これ車両

は市有のワンステップバス、これ市有ですよ。それを熊野交通へ委託してるというような状況

ですよね。 

 そういったことを踏まえた中で、十分熊野交通さんと今後会議等でそういったことを理解し

てもらいながら、直通に来れるような運行を検討、検討というか、考えることはできません

か。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） やましろ号については、新宮市が所有する車両を利用しておりまして、

熊野交通が運行している路線でございます。宇久井地区においてもやましろ号と同様の取り扱

いで路線編成ができないか熊野交通さんと協議をいたしましたが、運転手の雇用や事業免許の

取得等の負担を考えれば相応の収益が見込めるものでない以上、路線編成は厳しいとのことで

ございます。 

 また、町としても車両購入費、それから欠損補填等かなりの経費が必要であることなどか

ら、現在はちょっと難しいものと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 経費がかかるというのは当然で、私もその点は危惧しているところであ

りますけどね。現状の定期バス、熊野交通さん、新宮から勝浦までのこの定期バスを見ます

と、乗客がほとんど見受けられんのですよ、お客さんが乗ってるところが余り見受けられな

い。特に、外国人の観光客等がよく利用してるのはたまに見ます。 

 そういった中、こういったものも先日の新聞紙上で地方路線のバスの収益が減少して窮地に

陥り廃線に追い込まれた地域が全国で見受けられたというようなことも掲載されております。

そういったことも踏まえて、うちと行政と、やっぱりその交通会社との話し合いの中でその辺

は費用もかかるかとは思いますけども、各、串本においても、あの広い地域をそういった形で

周遊していると思うんですよね。そういった形で考えていってほしいと思います。 

 それから、浦神下里線は粉白から下里天満、この町中を走って、太田線の経由しているバス

で勝浦まで来ることができますわね。これが普通の住民サービスであるとは思います。公平公
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正な行政サービスとして、同等の地区、まあ宇久井とか勝浦、天満ですね、同等の地区でも当

然これを行うべきだと思います。そういったことをちょっと、同等なものに当然やるべきだと

思いますが、いかがですか。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 議員おっしゃるとおり、地域間の行政サービスの均衡を図る必要がある

ものと私どもも認識しております。今後も公平公正な行政サービスに向けて取り組んでまいり

たいと考えております。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 例えを言えば、宇久井、ニュータウン地区は初めの入居者は、都会の生

活に疲れまして定年後に静かで空気のよいこの場所がよいとして来られた方が多かったんです

よ。歳月がたつにつれて、高齢化になった上、連れ合いが亡くなり、買い物にも病院にも行く

手段がなくなり、転出していった方もございます、現在。 

 この人口減少が進む中、このような交通難民に救いの手を差し伸べるのも行政の責務ではな

いかと考えますが、この点町長どうお考えですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 議員御指摘のとおり、例えばのお話で宇久井地区等も含めまして、交通

弱者と言われる方々の利便性を向上させる、そのためにも地元の方々の意見も聞きながら、コ

ースであるとか手法、手段ですね、そういったものを十分勘案しながら、今後とも引き続き検

討してまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 次に、町営バスの運行料金の見直しについてお尋ねします。 

 これ、近隣の市町村に聞きますと、太地町では100円の乗り放題、また古座川町では300円、

串本町では200円、また新宮市のコミュニティーバス、ふれあいバスには190円均一、そういっ

た低額で市内、また町中を周遊しているバスがございます。 

 本町において、これ私聞いたところですよ、本町においてでも始発から終点まで色川線、太

田線ともこれ600円ですわね。これ低所得者には非常に高いと思います。聞くところによりま

すと、ある男性が勝浦まで料金500円の地点から臨時雇用をされて、ああええなと、働きたい

なということで臨時雇用されました。これ、４時間雇用で3,000円台。これに交通費往復でい

きますと、これ往復1,000円かかるんですよ。3,000円ちょっとの雇用賃金で1,000円引かれま

したら30％以上が交通費に当てはめていくんですね。それで、実入りが少なくてこんなん働く

意欲がないというような形で私のほうへ聞いたことがございます。これ、料金の見直しは考え

られないでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 本町の場合ですけれども、熊野交通の路線バスが運行しているというこ

とで、他の近隣市町村とは少し状況が異なっております。熊野交通の路線バスとの競合区間に
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つきましては価格設定について制限されておりまして運賃の改定は行いませんけれども、しか

しながら、どういった方向、方法が可能かどうか、今後検討させていただきたいと考えます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 後ほどその点についてまた触れさせてもらいます。 

 今後少子・高齢化が進むにつれて人口減少が全国的に課題でありますわね。町の課題の一つ

にＩターンの受け入れ事業がございますわね。そういった方々が来ても、都会から来た人は若

者であってもサラリーマンとかそういう都会で電車通勤してる人とか、Ｉターン来ても免許

100％持ってあるとは限らんですよね。 

 そういった方々に、これも交通弱者になると思いますよ。そしたら、これ活動範囲がどいら

い狭まってくるんですよね、働く場所が。今はＩターンの方々たくさん来てくれて、農地、農

業等で生活をしていると思いますけども、今後そういった方々も受け入れはほんまに難しいと

思うんですよ。 

 そのためにも、中山間部から働きやすくこちらのほうへ来れるような交通施策は重要である

と思います。ぜひともこういったことを踏まえながら、今言われました、確かに熊野交通の定

期バス、重複のバスがあります、そういった賃金の問題もありますけども、そういったことも

踏まえて検討課題の一つになると思います。そういった交通弱者を救うためにはどういった手

法があるかというのも行政が考えるべきやないかと思います。 

 この点について、交通弱者について、ちょっと病院の事務長に伺いますけども、太田、色川

線、今町営バス、病院まで入ってますわね。この入ってる１日当たり乗降客どれほどですか、

ちょっと教えてください。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長下君。 

○病院事務長（下 康之君） お答えいたします。 

 町立温泉病院には色川線、太田線、それぞれ乗り入れていただいておりますが、乗降客数は

平均すると１日当たり３人ぐらいとなっております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） これ総務課、この色川、太田線、１日当たりのこの病院だけではなし

に、乗降客、乗客は何人ぐらいですか。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 申しわけございません。ちょっと色川、太田線のその乗降状況、ちょっ

と資料を持ち合わせておりませんので、後日回答させていただきます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今聞きましたのは、例えば色川、太田線で20人、15人、１日お客さんが

あるとするならば、病院へ来る人が３人ということに対して、これを３人の方はもう病院へ行

かなければならない交通弱者ですわね。僕はそれ以上に交通弱者おると思うんですよ。だけど

も、高齢者や低所得者、この交通弱者があっても料金が高いがゆえにこのバスに乗って病院ま
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で来れない、そういった方もあると思うんですよね。そういった方が身内の方とか知り合いに

対して送ってもらう、送り迎えをしてもらう、そういう作業が入ってくるんですよ。そうした

ら、送ってきてくれる人、運転手の人はそれだけ送り迎えに時間がかかって働く時間が少なく

なってくる、そういったことにもなってくるんですよね。 

 ここですね、私、これ全般的に私、もし考えるなら考えてほしいんですけども、新宮市の医

療センターありますわね、あそこでは以前から外来患者、お見舞いの人、また付き添いの方

が、まあ言うたら定期バスに乗りますわね。そのときにあそこの受け付けとか、乗ってきたと

きもそうですけども、100円の割引券出したあるんですよ。そしたら、これは市内市外問わ

ず、私の場合宇久井ですけども、宇久井で200円幾らかかると、例えば250円かかるとしたら、

この券を出したらこれとともに150円出したら行けると、そういったような割引等も考えたあ

るんですよね。 

 私はそういったことも踏まえて、これ病院だけではなしに、例えば安くしたら那智山線の、

那智山からおりてくるお客さんも、乗ってくるお客さんもおるというようなことも踏まえた中

で、やはり町民全体が公平な料金で行けるような考えもしてやってほしいと思います。 

 そういったことで、これ今副町長言いましたように、熊野交通の乗車料金が基礎になってく

ると思いますけども、これ色川線で例えたなら、重複区間の井関駐在所前から勝浦まで350円

かかるわけですよね。色川から出てきて県道へ来たら、ほんだらあそこの前の井関駐在所、あ

そこですけども、あそこ普通の定期バスがあそこから走ったら勝浦まで350円かかるんですよ

ね。それを踏まえて、もし、もし仮に話し合いの中で宇久井から勝浦直通バス来れるとした

ら、宇久井の港口から勝浦まで300円ですよ。そういったことも踏まえて、これ太田線も含め

て、太田線が何もとってないさかそこだけ安うせえというわけにはいかんと思うんで、この基

礎となる、この井関駐在所前の350円を基礎として、それ以遠は同じ同等の350円、これ350円

で乗ると、何か乗り放題みたいな形でやったらどうかという。これ余り収入、そしたら600円

のやつも350円になるとか、そういった収入が減ってくるとかいろんなことを思われるんです

けど、そんなに差異はないと思うんですけど、これ私の一つの案でありますけど、どうです

か。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 今の質問の前に、先ほどの色川線、それから太田線のあの乗降客数のほ

う、お答えさせていただきます。 

 色川線に関しましては、平均11人、それから太田線に関しましては平均14人から５人という

ところになってございます。 

 そしてまた、今の亀井議員さんの質問の中の回答としましては、先ほども350円にという話

でございました。これにつきましても、私ども一つの案として参考にさせていただきまして、

また事業者との協議も必要になってございますので、協議させていただきまして、検討させて

いただきたいと考えております。 

 以上です。 
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○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） この件について最後にちょっと町長にお伺いしたいんですけど、平成

29年度決算では運行費が、まあ運行費ですね、バスとか運転手の、2,234万6,000円だったんで

すよ。運行料の収入が304万4,710円と。これそういった形の中で、何もこの町営バスは収益を

ふやそうとしてやるもんではない、町民のためにまあ言うたらサービスするということになっ

てると、なる趣旨だと思うんです。町長が言う、住んでみたい、住み続けたい町をこれ目指す

なら、大きな額にならないと思うんですけど、町長その点はいかがですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） バス料金の見直しにつきましては、現在町営バスを御利用されている

方々、特に高齢者が多く、交通弱者と言われる方が多いと思われますが、できる限り負担の軽

減となるよう検討していきたいと思います。 

 そしてまた、そのことによって乗車率の向上につながるようなといったことを各路線で検討

してまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） まあ私の提言として、今回高齢者、低所得者、交通弱者に対しまして手

厚いサービスを求めましたが、これ多くの課題がある中で、ぜひとも前向きな取り組みをお願

いいたします。 

 次に、空き家対策についてお伺いします。 

 通告のように、国の法律である空家等対策の推進に関する特別措置法等、和歌山県条例の通

称景観支障防止条例、これをもとに本町において諸問題について質問させていただきます。 

 この国の特別措置法の背景には、平成25年時点では空き家は約820万戸あると記載されてお

ります。この平成25年の同時期の本町の空き家数はどれぐらいあるんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 平成25年時点で５年ごとに行われております住宅・土地統計調査によ

りますと、本町の空き家件数は2,390件、住宅の約４分の１が空き家となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） ４分の１が空き家ということですね。これは全国的に見て非常に高い率

だと私考えます。 

 こういった中、普通の空き家でも入れる空き家と廃屋というか、そういったものも含まれる

と思いますけど、平成25年では820万戸ということですけど、先日のニュース、テレビ見てま

すと、現在の空き家は1,000万戸を越えているんじゃないかと言われてます。そういった増加

傾向が非常にあるということを踏まえて、そういったものを解消するがための国の特別措置法

の第６条に市町村は空家等対策計画を定めることができるとありますけど、本町においてはこ

れは考えできてるんですか。 
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○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 昨年度に空き家に関係する課で構成しました役場庁内空き家対策検討

会を立ち上げまして、今年度から建設課のほうで那智勝浦町空家等対策計画案を作成いたしま

した。そして、その案をもちまして、12月６日に第２回の庁内空き家対策検討会を開催し、関

係課で計画の内容を確認して計画の作成を進めている状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今検討してる状況ということですけども、これもし検討して固まったら

いつから施行するような計画があるんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 予定といたしましては、平成30年４月１日から運用を開始したいと考

えてございます。 

 以上でございます。 

〔９番亀井二三男君「31年」と呼ぶ〕 

 31年、失礼しました、平成31年４月１日から運用を開始したいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今言われましたように、それが来年４月から施行されるとなると、これ

から私が質問させてもらう中で、それに入ったあるかどうかはわかりませんけども、もし質問

の中で見直すべきがあるんであれば、それまでにそういった検討会でまた練っていただいて、

十分なその対策計画をつくり上げていただきたいと思います。もしもこの質問の中であれば、

また答弁願いたいと思います。 

 次に、この同法第２条第２項の特定空き家等はとはどういうものですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 特定空き家とは、そのまま放置すれば倒壊等、著しく保安上危険とな

るおそれのある状態、または著しく衛生上有害となるおそれのある状態、適切な管理が行われ

ていないことにより著しく景観を損なっている状態、その他周辺の生活環境の保全を図るため

に放置することが不適切であると認められている空き家等でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今課長言われましたその特定空き家等については、この国の特別措置法

の中にうたわれてますわね。そういったことを踏まえて、本町で今課長言われた中で、特定空

き家、これの中に含まれる空き家がどれほどあるか、そういったことは把握されてますか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 町内の特定空き家の総件数については、今のところ調査を行ってござ

いませんので把握はできておりません。来年４月１日からの空き家対策計画を利用いたしまし
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て、そして県の空屋等対策推進協議会が策定しました判断基準に基づき、特定空き家を調査し

たいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 空き家対策につきましては、今４分の１ほどの数字を示されましたわ

ね。そういった中で、使用できる物件ですね、そういった空き家については空き家バンクな

り、また本町においても空き店舗の活用事業等を行っておりますわね。 

 今回の私の質問につきまして、今言いました特定空き家等について質問をさせていただきた

いと思います。 

 ちなみに、この空き家対策については、平成25年、26年、この２カ年でこの場の一般質問に

同様の問題、質問されておる議員もおるんですよ。それから、そのときの町長の答弁は、先進

地も踏まえた中で考えさせてもらうというふうな答弁しておるんですね。あれから５年たっ

て、何も改善されていないと私は思うんですね。 

 この私たち議員のこの一般質問というのは、これ夢を語るときは夢を語るでいいんですよ。

そしたら、皆さんも初めてのことを聞くんであって、ああそういうのもあるなら、そしたら検

討させてもらいますよということもできると思うんですけど、これ現状を問う場合、こういっ

た現状を問う質問に対しては、私たちは地域のため、また町民の皆さんの声をあなた方に投げ

かけておるんですよね。 

 そういった中で、例えば今まででもよくありますけども、軽率に検討します、一般質問が終

わったら、ああ終わったよ、もうしばらく置いてても大丈夫やよというような考え方で済まさ

ないで、まあ言うたら実現を踏まえた中で御答弁を慎重に行っていただきたいと思います。も

うあれから５年もたって、何も、何らない、そしたら質問をせん限りもうそのままだというよ

うな形で、今建設課長が言われたように、町のそういう計画策定しているというのは今ようよ

う進んできた中ですね。そういったものを踏まえております。 

 それから、この特定空き家等につきましては、これ以前も県の条例ですか、県の条例の中を

踏まえた中で、以前北浜地区の廃屋撤去、処理について、県の条例に基づいて周辺住民からの

要請が来たと。その中で、要請が来たら、今度は持ち主に対して勧告をすると。勧告して、こ

れ勧告、命令といった順になるのが普通ですよね。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 特定空き家に対する措置の流れにつきましても、要請、勧告、命令の

順を踏み、最終的には改善されないようであれば所有者費用負担を求める行政代執行の手続と

なってございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） そういった順を踏んで命令に従わなければ代執行というような形になる

と思うんですけども、これ仮に、これちょっとお聞きしますけど、町内各所に特定空き家に該
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当するような建物、数多く見られます。 

 そういった中で、私車で通りやるときによく見るんですけども、所有者がおられる場合は所

有者の方が頭上注意という看板立ててますわね。あるところでは、この看板が那智勝浦町の看

板が立ったあるとこあるんですよ。この違いはどういうものですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 住民や地元区長から老朽化した危険な空き家があるとの通報を受けま

して、現地を確認し、危険な状態と判断した場合は所有者に補修を行うことや落下物が生じな

いよう対策をお願いさせていただいております。 

 しかし、所有者が遠方の方や管理者が不明で連絡が早急にとれず、対応してもらえない場

合、通学路などで町道に面しているところにつきましては、道路管理者として歩行者の安全を

図るため、注意看板の設置を行わさせていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） まあそれが当然ですわね。 

 しかし、これ町の看板立っておるとなった場合、その特定空き家が台風とかというような形

の中で倒壊した、飛散した、そういったときに近隣住居、また歩行者、通行者、けがもしした

ら、これ町の看板立ってたら町の責任も言われる可能性があるんですよね。 

 ですから、これ以前から私担当課である建設課に行って、もう１年も前になるんですかね、

あれどないするんなっていうことになったら、結局気持ちよく所有者、以前固定資産税を払っ

ておられた方がまあ国内におらず、よそにおるということで手紙を出していただいて返事がな

いと、そういったことがありますんで、こういったことに対しては所有者不明という考えでよ

ろしいんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 狭義の意味では所有者不明とは言いがたいんですけども、広義の意味

では所有者不明と言って差し支えないと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） そういった場合、所有者に連絡とれない、またそういった不明があれ

ば、この県条例でいう勧告、命令といった順序が踏めないわけですよね。そういったことも踏

まえて、今度町がつくる策定計画の中では、そういったものを含めたものも含まれておるんで

すか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 所有者と連絡とれない場合は、ある一定期間の手続を踏まえまして、

略式代執行を町のほうで行いたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 
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○９番（亀井二三男君） これ今まで説明を受けた中で、これまた次に所有者不明、今言われまし

た物件とか解体撤去後の更地にしたときの固定資産税の関係など、ちょっとお聞きします。 

 これ、所有者がわからない特定空き家等の対応については県条例では対応し切れないという

ことになってますよね。11月７日付の新聞記事見ますと、これは特に台風等の被害が問題です

けども、被災した方々が、建物建ったある、ですけど撤去してくれと、通知しても自分が撤去

したら固定資産上がってくるとかいろんな形があって撤去しないとこがある、そういったもの

も非常に復興の妨げになっているというような記事もありますし、また税制がネックになっ

て、空き家を撤去して更地にすると宅地と適用されて固定資産税の軽減措置が受けられると税

額が最大約４倍になり、解体を望まないというようなことが掲載されております。 

 これ以前何も知らない良識のある方が、近隣の方々に迷惑がかかると、そういった思いで建

物を解体し更地にした。ところが、固定資産税がぼんとはね上がってくる。これ税制を余り、

町の中、住民、我々もそうですけども、余りそういった詳しいことを知っている人はないと思

うんですけどね。そういったことを踏まえて、びっくりしたという方もあります。そういった

方が口コミで、うち解体したら固定資産税上がったんやって言われた場合、今町内によくある

その特定空き家等の所有者、これ解体したらまた固定資産税払うのえらいなと、そのまま置い

とこかというのが問題になると思うんですよね。こういったときに、口コミをほんまに心配す

るんです。 

 ほんで、私ことし、先ほどの質問でもありましたけど、ことしよりブロック塀の撤去費用、

これ補助金出すようになってますわね。これ特に特定空き家等への対応については、ブロック

塀以上に近隣家屋や通行人に被害を及ぼすおそれが大きいと思うんですよ。これちょっとお聞

きしますけど、これ解体費用が大きくなるんで、解体撤去費用等の補助等は考えられません

か。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） お答えします。 

 そういった先進市町村の事例があるということで、そういった状況を参考にさせていただき

まして、前向きに私ども協議していきたいと考えます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） それでもう一件、空き家等問題に詳しい方の話では、解体後も固定資産

税の軽減を続けたりするなど特例措置の導入も検討すべきだというような新聞記事載ったんで

すよ。これは５年前の一般質問の議員の質問でもこんなやりとりしたと思うんですよね。全国

的にも先進地事例もあると思うんですよ。 

 こういった形の中で、ちょっと税務課長に聞きますけども、本町の場合、どのような対応に

なっているのか、ちょっと詳しく説明願えます。 

○議長（中岩和子君） 税務課長三隅君。 

○税務課長（三隅祐治君） 固定資産税の減免に係る住宅撤去後の延長についての御質問かと思い
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ます。 

 現在、住宅を撤去いたしますと、これまでの住宅用地として特例で軽減されておりましたも

のが本来の額に戻るということでなっております。特定空き家といいますか、今そのように該

当するような物件につきましても、住宅用地特例から外れるというようなことになっておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） これね、今税務課長言うた答弁では、空き家を解体すれば本来の額に戻

る、本来の額にということ。これ解体した人とか特定空き家持ってある人なんかは、本来の額

に戻るっていう頭、一つもないですよ。やれ６倍になる、３倍になるとか固定資産税が上がる

ことしか頭にないですよ。今は前の資料から私も見ますと200平方メートルの建物以下は６分

の１ですな、軽減、以上は３分の１ということもちょっと調べておるんですけども、こういっ

た形で、税もとに戻るんだと、税がもとに戻るんだと、本来の額になるというふうな形は全然

頭の中に住民の方ありませんよ。 

 だから、もっと優しく、まあ言うたら回覧なりなんなりいろんな形の中でそういった町民の

方がわかるような、特定空き家の方がもし解体する勧告するなり、そういったものがあるなら

ば、そういった説明をしてやらなければ、これ解体する人なくなってきますよ。 

 そういったことを踏まえて、この固定資産税が解体して更地になったときにもとに戻るんで

はなしに、軽減特例措置をとるようなことは考えられませんか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 空き家対策で法律上定めなければならない幾つかある項目の中に税の

軽減制度等は含まれてございませんので、建設課で現在作成中の空家等対策計画の中には税の

軽減措置に関する方針については定めてございません。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 定めてございませんということですね。今後そういったことも踏まえ

て、これお金のかかることやし、税が公平公正であるというのは基本であると思うんですけ

ど、町として、先ほど来お聞きしておりますけども、こういった軽減措置とか、強制撤去等の

あとの補助とか、速やかに対応できるように詳しく明記した先ほど来の本町の空家等対策計画

策定について、詳しく踏み込んだようなことで対応していってもらいたいと思います。そうで

なければ、いろんな問題が、町の中の人でもわからないところが多いと思います。そういった

ものを踏まえて、今後の対応、対策、これについて、この空き家対策について、今何件かお聞

きしましたけども、最後に町長、このことについて御意見、ちょっとお聞かせください。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 特定空き家等につきましては、防災・減災の観点からも対応が必要だと

考えてございます。今議員お話をいただきました解体に際しての解体費への補助費あるいは解
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体後の固定資産税の軽減措置等、附帯軽減措置につきまして、解体がより進むような、そんな

方法をとっていきたいと。できれば、効果の上がっている施策、他の先進地も十分調査をしな

がら検討してまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今町長が言われましたように、撤去費用についても県内でも幾つかの市

町村で撤去費用の補助があろうかと思います。また、全国各地であると思います。それで、固

定資産税についてもあろうかと思います。そういったものを踏まえて検討していただきたい。 

 これは今後のうちの課題としまして、平成30年３月31日現在の本町の世帯数は7,883世帯で

あるんですよね。ここで前年度比、比べますと148世帯減ってるわけですわね。それがいわば

空き家になってくるというような形になってくるんですね。今後も人口、世帯数が減って、空

き家がふえてくるのは目に見えています。全国で現在の空き家は1,000万戸とも言われており

ます。早急な対策をとらなければ、観光地としての景観支障はもとより、美しく住みやすいま

ちづくりにはならないと思います。 

 今後、今先ほど答弁最後にいただいた町長の手腕に期待しまして、私の質問、終わらせても

らいます。ありがとうございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井議員の一般質問を終結します。 

 休憩します。再開が１時30分、13時30分。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              12時07分 休憩 

              13時28分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 次に、６番金嶋議員の一般質問を許可します。 

 ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） それでは、通告に沿って質問させていただきます。 

 先ほど10番議員さんも触れてましたけれども、重ねて質問させていただきます。 

 観光振興は、ただ観光客をふやすことが目的ではなく、雇用を生み、地域産業を活性化させ

ることが本来の目的ではないでしょうか。観光産業は、旅館１つ例にとりましても、そこで従

事している方も多く、そのほかにいろんな業種、建設業から電気、水道、飲食においては、魚

屋、肉屋、八百屋、酒屋、またリネン関係等さまざまな業者がかかわった非常に裾野の広い産

業です。 

 しかしながら、町の宿泊客はどんどん減少し、災害もありましたけれども、平成29年度では

50万人を切ってしまいました。また、現在の状況は来年にかけて旅館の耐震工事が進められて

おり、全体では今後400室以上の客室が減り、このままでは宿泊客が30万人台と推測されてい

ます。 
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 町長は以前から那智勝浦町には世界遺産を初めとするいろいろな観光資源についてポテンシ

ャルが高い町だとおっしゃっています。観光産業と町の活性化は表裏一体で、全ての旅行者が

ストレスなく快適に観光を満喫できる環境、観光インフラですね、その整備が喫緊の課題だと

思いますが、いかがお考えでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） 議員おっしゃられるとおり、ストレスフリーの環境というのは今

後我が町で観光行政を進める上でも必要、物すごく、大変重要なことだと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） 御存じだとは思いますけども、まち・ひと・しごと地方創生から盛んにＤ

ＭＯが各地域でできています。これは戦略策定、各種調査、プロモーション等を一本化し、経

営的な視点から観光地づくりをする法人で、地域の稼げる力を引き出すことです。主な事業

は、委託事業、指定管理、みずからの事業だと思うんですけれども、町長が初登庁のときに具

体的な施策としまして主要産業である活性化をして誘客に努める、また町民と十分な対話によ

り信頼関係を構築し、町の発展に取り組むとおっしゃっています。この町においても、新たな

観光企画課ができましたし、観光振興を一本化し、町のいろんな業者さんと一緒になって進め

ていくことが必要ではないでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） これも議員おっしゃられるとおり、地域との対話、会話というの

は十分進めて観光行政に取り組んでいかなければいけないと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 議員御指摘のとおり、初登庁、それ以前からも私は那智勝浦町の主力産

業は観光産業だと申し上げておりました。その中で、やはり今あるポテンシャル、いろんない

わゆる観光施設といいますか、さまざまな町の施設を有効に活用して収益の上がる事業でもっ

てというようなことを申し上げました。 

 その方法の一つがＤＭＯかもしれませんが、そういったことも含めて、今後さらに検討して

いきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） 町長はそのときにまた町の先頭に立って、町益のために町の発展のために

先頭に立って頑張っていくともおっしゃっていただいてます。 

 そういうことで、１つちょっと参考としてお話ししておきたいんですけども、大阪から車

で、電車で３時間の立地条件にある観光温泉地である兵庫県の日本海側の城崎温泉、これは一

般社団法人の豊岡観光イノベーションというＤＭＯの組織にもかかわっているんですけども、

温泉地、観光地として一つの合意形成、戦略という面で、毎年前年比を上回る観光客が来てい
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ます。 

 簡単に紹介いたしますと、行かれた方もおると思いますけども、1,300年、1,400年とも言わ

れる歴史があり、７つの外湯をめぐるのが有名です。和風３階建ての町並みで繁華街の中に大

谷川という川幅が10メートルほどもないぐらいでしょうかね、それには柳が植えられてまし

て、太鼓橋がかかってまして、夜になるとライトアップされて大変風情、情緒のある温泉地で

す。そこでは、浴衣にげたという、今でもそのスタイルが正装と言われています。町中で外湯

から飲食店に至るまで、浴衣の人々でにぎわっています。昔は旅館に内湯がなかったために外

湯に行っていたそうですけども、現在では内湯の設置を旅館に認めるかわりにその規模の制限

を設けまして、ゆったりとした温泉に入りたい方は外湯に入ってもらうという、何度でも無料

で入ってもらえるという仕組みになってます。 

 これはほんの一部なんですけども、町が豊岡市と合併する以前から老舗旅館の社長さんが町

長になったときに共存共栄というその精神を持ちまして、景観を育てる取り組み、空き店舗の

観光施設整備、商工会、観光協会、旅館組合のイベント運営、企画ですね、そういうことを一

本化し、行政と民間の壁を越えた取り組みですね、今で言うＤＭＯだと思うんですけども、そ

れを着実に実践してこられた、まあ何十年もかかってますけども、その結果として活気がある

んではないでしょうか。 

 勝浦におきましても、いろんな観光振興は行われてますけども、キャラバンキャンペーンに

よるＰＲ活動、ことしも東京、京都、台湾などに行っています。また、花火大会、まぐろ祭

り、南の国の雪まつり、あげいん熊野詣、各種イベントによるＰＲ活動について、それから地

域の海水浴場、那智高原とか円満寺公園、ホエールウオッチング、ビジターセンター、体験館

とか体験型施設の観光戦略として、それぞれ、またＪＲの活用の効果とか、そういった観光振

興の取り組みについて、きちんと商店街とかへの経済の波及効果とかも含めまして検証はされ

ていますか。その辺お尋ねいたします。 

○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） お答えします。 

 各種イベントやキャンペーン等々の事業に対する効果検証についての御質問だと思いますけ

ども、その商店街への波及効果っていう意味では検討、検証っていうのはできてございませ

ん。 

 ただ、町のイベントだけでなく、今例示、議員のほうからもありましたけども、町のイベン

ト等につきましては目的、ターゲットを明確に持っているのかということですけども、町が課

題と考える平日の宿泊客の増加、若者や外国人観光客のさらなる取り組み、ＪＲとの連携等々

課題解消という目的を持って取り組んでいるところではございますけども、それ以上に今のこ

の町の課題といたしましては、町の認知度というところにつきましては、地元が思っているほ

ど高くないというところでございますので、まずは世代を問わず、一人でも多くの方に本町の

ことを知っていただくことが第一歩と考えておりまして、集客力の高いイベント等を選別し、

参加しているところでございます。 
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 また、効果の検証等につきましては、なかなか検証っていうものが難しいところはございま

すけども、イベントに関しましては反省会やアンケート等を通して改善できるところにつきま

しては改善するよう努めておりますし、キャンペーンに関しましては一昨年より配布するチラ

シやパンフレットにシールを張りまして、町の観光協会の窓口を訪れていただいた方にノベル

ティーをお渡しするような取り組みを行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） 旅行の目的とか嗜好性というのは、やっぱりそれぞれ民俗性とか年齢層と

かいろんな形で違ってくると思うんですよ。やっぱりその辺もきっちり戦略を練り上げてやっ

ていかなければ、つながっていかないと思います。 

 そういう面で、やっぱり従来の観光組織制度っていうものがもうちょっと見直す時期に来て

るんではないかなと。例えば、ＤＭＯという法人を立ち上げて、そこについて町長がリーダー

となって、もしくは役員となってかかわっていくとか、誰が責任を持って実行していくかって

いうことだと思うんですよ。その辺を町長、どう認識されておりますか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） リーダーシップはやはり町長がとるべきだと思います。それが役員なの

かどうかっていうのは別問題として、私は那智勝浦町のＰＲを先頭に立ってやっていきたいと

思っております。 

 今お話しありましたＤＭＯにつきましては、観光誘客において大変有効な手法、手段ではあ

るかと思います。 

 ただ、組織をつくったとしても、やはりその宿泊関係者あるいは商店街、地元のいろんな商

売されてる方々、そういった方々が一体とならないと、先ほど城崎のお話ありましたけれど

も、そういう一体感を持たないとＤＭＯをつくったとしても機能しないんじゃないかなと。そ

ういう意味では組織をつくるの大切ですけれども、一緒になってやっていくっていう基本づく

りも大変大切ではないかなというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） 町長おっしゃるとおり、なかなか実現には皆さんと取り組んでいかなあか

んので厳しいとこあると思いますけども、やっぱり一歩でも前へ進めていかないと、もう毎年

どんどん少なくなって、もう本当に町に元気がないという状況になっていくと思いますんで。 

 また、予算についても、やっぱり観光総務費、観光振興費、観光費、全部合わせまして今年

度で１億5,000万円ほど、29年度の決算におきましては２億1,837万4,000円でした。これらも

本当にやっぱり観光客の誘致、町のために有意義に使われてるんかどうかと、やっぱりもう抜

本的に見直す時期ではないでしょうか。観光客とかふえてるときだったらいいと思うんですけ

ども、やっぱりこうやって町がちょっと疲弊してるときなんで、その辺をもっと考えていただ

きたいと思います。 
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 そういう面で、町長含め、行政というのは全体の奉仕者という立場もありますので、なかな

か踏み出せないところもあると思うんですけども、町の事業者さんの強みをお互い生かしてシ

ェアしながら町がもう全体として活性化になれば、それは結果としてやっぱり町益にかなった

ことになるんだと思うんですけども、ぜひその辺をまたリーダーシップを持ってやっていただ

きたいなと。 

 そして、やっぱりそれが観光振興によって町が活性化になり、空き店舗、空き家等の対策も

こういうふうにしたらどうでしょうかとか提案もできると思いますし、それが安心・安全な町

へとつながっていくんではないでしょうか。そういった取り組みを本当に何か考えてほしいん

ですけども、今考えてる中で観光振興について、来年に向けてなんですけども、どういった取

り組みをしていくとか、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 今まさに来年度予算に向けて、今までの観光事業のあり方も含め一か

ら、まあゼロからでいいんでしょうか、本当に必要なものなのか、それは何のためのものだっ

たのかっていうようなことを各課に投げて、来年度予算に向けて精査して、その上で新たな事

業展開等々を考えているところでございます。何しろ予算にかかわることでございますし、あ

れもしよう、これもしようっていうことはございますが、まだまだ形のあるものはこれからつ

くり上げていきたいと思ってます。 

 ただ、観光振興はやはり議員おっしゃるように、宿泊客がこれだけ減るともう大変な影響が

ございます。そういう意味ではいかに宿泊客をふやすか、そして耐震で部屋数が減る中ではい

かに平日の稼働率を上げていくか、そういった工夫を今あるイベント、あるいは新たなイベン

ト、あるいはいろんな施設を使って来ていただけるような、いわゆる観光インフラを整備して

いきたいと思っております。 

 具体的ではなくて申しわけないんですが、いろいろ今考えているとこでございます。機会が

あればお話しさせていただくことになると思うんですけども、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） ぜひいい企画を考えていただきたいと思います。 

 ＤＭＯについては、観光庁のほうでも構想の段階でも新型交付金を申請すれば、もし受理さ

れればなんですけども、もらえると思いますので、頑張っていただきたいと思います。 

 そして、次に参りまして、入湯税なんですけども、観光協会と以前からの業務で必要なお金

っていうのは当然必要だと思うんですけども、新しい事業の資金として、先ほど町長も資金が

ないことをおっしゃってましたけど、入湯税を少しでも増額して、その資金に充てていくって

いうことも、その組織の何かその観光振興に資する組織があったとして、全部が全部行政補助

金頼りやったらだめだと思うんですよ。やっぱりその一部として、入湯税の増額した分をその

資金に充てるっちゅうことは、まだほかに観光協会等への補助金も要ってきますし、そういう

面で考えられないでしょうか、お尋ねします。 
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○議長（中岩和子君） 観光企画課長吉田君。 

○観光企画課長（吉田明弘君） 観光施設の環境整備に資金は必要不可欠なものでございます。そ

の資金源として入湯税の増税を行ってみてはということにつきましては、入湯税への転嫁によ

る影響を検証し、十分な議論を重ねて慎重に判断していく必要があると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） 財政状況も考えて、資金が少しでも充てられるちゅうのはやっぱり観光の

ことを考えると入湯税だと思うんですよ。ほかの市町村でもやっぱり増税して、その分を充て

ているっちゅうとこもありますので、またそれが宿泊客なり、観光客なりに満足度として反映

してくれば、それはやっぱり払ってよかった税金だと思うんですよ。そういう面で有効に活用

していただきたいと思います。 

 また、夏は海水浴から始まりまして、いろんなイベントもあり、勝浦温泉というのはピーク

だと思うんですけども、先ほども町長もおっしゃった平日を売っていくとかということを踏ま

えましても、やっぱりそういうことを考えていただきたいと思います。 

 最後に、観光の町に特化していくには、やっぱり観光によって地域の稼げる力っていうこと

を引き出したい。地元の人たちの協力を築き上げるためにも、やっぱりその地元の人の経済に

波及できる、そういったサービス、企画、サービスの企画がやっぱり必要ではないかと思われ

ます。 

 そういうことをいろいろ提案していって初めてやっぱりその組織が自立して、継続して、町

とともにやっていけて、みんなが協力してやっていけるという形ができるんではないでしょう

か。その辺だけ町長の思い、観光振興に対してを最後お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 議員おっしゃるように、本当に町挙げてそれぞれがいろんなお客様のた

めにいろんなことを、施策をしていく、そんな中で一つになって観光振興というのは図れるん

じゃないかなっていうふうに考えてございます。 

 ただ、議員おっしゃるように、十数年前からすると観光客の宿泊客というのは半分以下でご

ざいます。96万人が今49万人、ともすれば30万人台になるかもしれないってお話でございます

ので、ちょっと問われてることとは違うんですが、入湯税の関係につきましては、今現在これ

だけ宿泊客が減ってる中で、今の段階で上げるというのはちょっとかなり難しいんではないか

なというふうに私は個人的に思ってるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋君。 

○６番（金嶋弘幸君） その件につきましては、またいろんな事業で宿泊客がふえてからでも検討

していただければと思います。 

 簡単ですが、以上で私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（中岩和子君） ６番金嶋議員の一般質問を終結します。 
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 休憩します。再開14時10分です。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              13時49分 休憩 

              14時09分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 次に、８番引地議員の一般質問を許可します。 

 ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） それでは、最初に新クリーンセンター建設事業の進め方について確認と、

ほんでまた町長の見解をお聞きしたいと思います。 

 それではまず、11月14日に単独建設を決断したとのことですが、何を理由に単独を決意した

のかお聞かせください。何を理由に広域を諦めて単独ということに決意したのか、その理由を

町長じゃなかったらなかなか答えにくいと思うんですが。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 私就任する以前から特別委員会で単独で実施って決まっておりましたの

で、それをもう粛々とするということ以外にございません。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） そしたら、町民に対する町政報告ですか、それを各地域で行われたと思う

んですが、そのときに広域も踏まえてと町長がお答えしていたんですが、６月の一般質問を私

した中にでも、まだ方向性は決めてないと、広域ということも考えて、視野の中に入れている

と。早く方向性を決めていただきたいと一般質問したと思うんですが、もう初めから、ほな町

民、町政報告会のときのあれは何やったんですかね。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 私かねてからいろんな施設についてはできるものならば広域ですべきで

あるというふうなことを申し上げておりました。議会の委員会で決まってるものの、やはり広

域って無理なのかなあということでいろいろ検討させていただきました。 

 ですから、十分検討、そういう決まり部分があるもんですから、それに従ったというような

形でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） いや、それやったら町長、各地で行った町民説明会のときに、町民に対し

て広域で、聞かれたじゃないですか、いろいろと。そのときにはっきりそうやって答えるべき

やったんと違いますか。皆さん誤解してますよ。僕も完全に当然始まる、広域で少しでも考え

ていただいて、広域でできるようにいろんな、町長頑張っていただけるんかなと思っていまし

たけどね。どうですか、もう最初から広域で、広域は確かにいいことだけど、もう単独という

のは、もう就任以来、腹に決まっとったということなんですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 
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○町長（堀 順一郎君） そのことにつきましては、先日の特別委員会でもお話しさせていただき

ましたが、最終的には11月14日に副町長が広域ではだめですかねっていうようなことで確認を

した上で、広域ではだめだと、那智勝浦町単独でいってくださいというようなことで確認がと

れたので単独になったと。以前どおりの単独でいくということでございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） だったら、その11月14日、そのときに副町長が太地町へ伺って、そのとき

広域の話を太地町でしたんでしょうね。それで、そのときにこれは無理やということで、その

話を聞いて決断したということで、確認ですけどよろしいですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） はい、委員会で申したとおりでございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） そしたら、その決意するまで広域のためにどのような手法を持って頑張っ

ていただいたのかお聞かせ願いますか。質問悪かったですか。そしたら、広域のために努力す

るっていうことは、全然努力していただけなかったということですか。ただ、太地町へ副町長

が行って話を聞いて、そこで諦めたということですか。ちょっとこの間休憩にしててくれる

か。時間短なってくわ。 

○議長（中岩和子君） ちょっと休憩します。ちょっと整理してもらえますか。 

〔８番引地稔治君「何分というのはないの」と呼ぶ〕 

 暫時。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              14時15分 休憩 

              14時27分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 議員の御質問にお答えいたします。 

 先日の特別委員会でも御説明申し上げましたが、私は５月21日に町長に就任をいたしまし

た。就任をして、庁舎で挨拶した後、すぐに一番先に太地町長に面会に行きまして、町長以下

３名の方いらっしゃいました。その際にはクリーンセンターの話はもう終わった話であると、

那智勝浦町から公文でもらってるのでもうクリーンセンターの話はしないでくださいと、そう

いうふうなことで申していらっしゃいました。その後、やっぱり広域の道を探るべきではない

かなということで、最終的には11月14日に副町長が出向いていって確認したところ、やはりク

リーンセンターの話はもう終わった話であると、そういったことでやむなく単独で行かざるを

得ないかなというふうなことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 
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○８番（引地稔治君） それで僕もこの間聞いた話でつじつまが合うようになってきます。 

 その決意するまでに、11月14日、副町長が行ってその話を聞いて、またもう決意を新たにし

たということなんですが、それまでに広域のためにどのような手法を用いて頑張ってくれたん

ですかって僕委員会で聞いたときに、町長もいろんなチャンネルを使ってやってみたがと、や

っていただいたようなことを言うてましたじゃないですか、間違いないですね。間違いない。 

 そのときに、11月14日、そもそも副町長が太地町を来庁されてその話をしたということなん

ですが、そもそもこういう話するときに町長じかに行くべきじゃないですか。それのほうが那

智勝浦町としても誠意も見ていただけると思うんですけどね。僕、副町長が行って、副町長の

話を聞いて断念したっていうのは、非常に残念に思うんですけどね。それについてどういうよ

うな御見解でおられます。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 私も直接お話しすべきだというふうなことで、副町長に日程等々のお話

をしてもらうために行っていただきました。その場でもう公式な見解ということで、クリーン

センターはもうこれ以上の話はないというふうなことでございましたので、それはもういたし

方ないかなという判断でございました。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 僕それ聞いてちょっと残念に思うんですけどね。私ごとでついちょっとの

交渉で諦めるのはあれですけど、これ那智勝浦町の大事なこと、町を背負ってのことですから

ね。そもそも１回や２回でそうやって、ほんで副町長がまして、そのとき町長に会われたんで

すか。僕そのとき聞いたときは、総務課長とかなんとかと話してとか聞いたんですけど、そも

そも副町長も行くなら行くで町長の向こうの日程聞いて、公式で申し込んだら会ってくれるで

しょう。ちゃんと公式で申し込んで、なぜそういう話をしてくれなかったのかっちゅうのが非

常に残念なんですけどね。 

 それで、町民も期待してたと思うんですよ。どうですか。まだやるだけのこと、言われたと

きについ諦めてくるんじゃなしに、もっと誠意を持ってしたら話聞いてくれるんじゃないです

か。誠意が伝わらなんだんと違います。公式にでもちゃんと行ったらよかったんじゃないです

か。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 先ほど町長も言いましたけれども、町長が就任してそういう話があった

という中で、町長もいろんなチャンネルを使いながらどうにかやっていけないかということを

模索しておりました。そういう中で、なかなかそういう話がうまく進まなかったというところ

もある中で、私のほうから太地町のほうへ出向いてどういう状況かというのを確認させていた

だきました。 

 対応していただいた職員は総務課長でしたけれども、これは先ほども言いましたように、も

う終わってる話でありますのでっていうことで、これは総務課長の意見ということじゃなく
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て、後々に太地町長さんにも確認した言葉でございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 済みません。今のちょっと、後々太地町長に確認したんですかっていうこ

とですわ。 

○議長（中岩和子君） 副町長矢熊君。 

○副町長（矢熊義人君） 太地町の総務課長さんのほうから確認していただきました。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ちょっと諦めるには僕ちょっと余りにも早過ぎて、ちょっともったいない

なあと、期限協定もありますからね、天満区との、いたし方ないかなと思うんですけど、結局

この最初いろんな話が出て煙突を３本を１本にとの話も出たじゃないですか。結果、一本も減

らすことができず、このような結果になってしまったんですけどね。これについて、町長の見

解はどうですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 先ほども申し上げてますように、いろんな施設については広域が望まし

いというような考えは今でも一緒でございます。そういう意味では、大変残念だなというよう

なことでございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） まあもっと頑張ってもらいたかったですけどね。 

 そして、そうしたらもう単独という道を選んだということで、ほんで今度、今後大浦での単

独事業となるんですが、太地漁協の同意が難しい中、不退転の覚悟で町長は臨んでいただける

とおっしゃられたんですが、具体的に不退転の覚悟というのは、具体的に太地漁協の承諾をと

っていただくために頑張っていただけるということなのか、それとも法律上問題がないので同

意なしで進めていくということなのか、町長の見解をお伺いします。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） お答えします。 

 新クリーンセンターの建設に当たりましては、地元区や、そして隣接する海域に漁業権を持

つ和歌山東漁協那智支所、そして紀州勝浦漁協、そして太地町漁協などの関係団体の御理解を

得ながら事業を進めていくことが必要であると考えております。 

 現在、地元区や関係団体に対する新クリーンセンターに係る事業概要の説明をさせていただ

いたところでございます。今後は環境影響調査や基本計画、そして基本設計等を進めていくに

当たり、当然周辺環境や景観に配慮した計画とするものでございます。そして、環境影響調査

の結果や焼却プラント等に関する詳細な内容について、今後地元区、関係団体等には御説明い

たし、そして御理解を得られるよう努めてまいりたいと考えております。 

 その上で、なお御理解が得られない方がいらっしゃるようでございましたら、御理解が得ら
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れるよう、その方策等につきましても模索してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 答弁の途中やから、課長あえてとめなんだんですけど、私の聞いてるの

は、不退転の覚悟で町長が臨まれると委員会で答えられたんですよ。その不退転の覚悟とはど

ういうことなのか具体的に教えてくれと。それは、太地町の漁会の同意、同意って承諾なんで

すかね、これをとるのに頑張っていただくっていうんか、ほんでそれとも法的に、法律上問題

ないのだから、この事業ここで必ず進めていくんやと、粛々と進めていくんやというのか、ど

ちらなんですかって聞きやるんですよ。みんな心配してるんじゃないですか。心配してるから

傍聴に来てるんじゃないですか。ほんで、誤解のないように、ほんでこちらの誠意がわかって

くれるようにここで答弁したほうがよろしいんじゃないですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 現在のクリーンセンターっていいますか、現存、全国であるクリーンセ

ンターにつきましては、汚水が出ない、空気、煙突から出る煙につきましても人体にほぼ影響

がない、ほぼ影響がないっていう言い方、いいかどうかわかりませんけども、影響がないと言

われている範囲内での施設でございます。 

 いろんな各地、町なかにもございますし、海沿いにもございますし、川沿いにもございま

す。そういう意味では、私は懸念されるような被害っていうのは出ないと思っております。も

し、それに起因するようなことがあれば、責任を持って補償なりっていうようなことをすべき

ものでありますし、そうするようなことを考えてございます。 

 私はこのクリーンセンターっていうのは町民にとって大変大切なものでございます。これも

う10年ぐらい前から老朽化が叫ばれてまして、10年かかってやっと今方向性が定まったわけで

すけれども、今後地震、津波等懸念される中で、クリーンセンターがすぐに使えなくなる、あ

るいは老朽化で使えなくなる、そういうことにならないように、できる限り関係者の皆さん方

の御理解を得て、最後まで御理解を得るような努力をしたいと思います。安全性は必ず安全で

あるというようなことを申し上げてるわけでございますので、御理解いただくような形で進め

てまいりたいというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） はっきり明快な答えがないんですけどね。無害、まあまあ無害っていう

話、そんなものは無害っていうことは絶対ないですよね。日本が決めた数値内やというだけの

話ですよね。 

 僕の聞いてんのは、太地町漁協の承諾を得るまで工事は行わないのか、それとも太地町漁協

の承諾なくても法律上できるから進めていくのか。不退転の覚悟でしょ、どっちなんですか。

太地町の承諾を絶対頑張っていただける、もらっていただけるんですか。それともさっきから

何遍も言うてるじゃないですか、法律上問題ないから進めていくんやと、この事業は絶対那智
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勝浦町の町益、これが町益やということで進めていくのか。その見解、町長の考えを聞いてる

んですけどね。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 御理解はいただきたいと思っております。その努力はずっとしていきた

いと思ってます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ちょっとそれは、それは何遍も聞いてますよ。最終的に、そしたら御理解

得られなんだ場合どうするんですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 最終的には法律にのっとったような形での建設以外にないかなというふ

うに思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 町長、それでは県内でこのような事例っちゅうのはあるんですかね。県が

どうしてもこんな工事するようなとき、関係団体からの同意をもらえとか、承諾を得よという

ことをよく言われますよね。県内でこんな反対しやるのに押し切ってやった、こんな事例って

あるんですか、クリーンセンターでも。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） 県内の事例に関しましては、今現在手元に資料がございませんので、

また県庁担当課のほうに確認いたしまして御報告させていただきます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 今町長に一般質問しやる間にちょっと聞いてきて。電話ですぐ聞けるや

ろ。県庁に電話したら済むことや。まずこれ聞いてもらわなんだら、次話、まあ次の話してる

から聞いといて。 

 ほんで、ほかにも承諾を得てくれっていうのを根本的に今までしやったことが崩れるんです

よね、これ。まあ那智勝浦町でも例えて言うたら、田んぼ我がとこの田んぼがあると、ここを

埋めてここに家建つんやっていうときに、建築確認はおりるけど、周りの承諾、近隣の承諾、

隣接してある土地の人の判こをもらってきてくださいって言うじゃないですか。今でも言うて

ないですか、町内で。そんなとこまで根本的に、そんなん、ほんならもう法律上要らんさか

い、要らんやないかっていうことになるんですよ。今とってません、とってるでしょ。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 確認申請は、建物が適正に建築されるかどうかの申請でございまし

て、隣地の承諾などはとってはございません。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 
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○８番（引地稔治君） ちゃうて、確認申請はね、とれるっていうんです。確認申請は法律上とれ

るけど、その田を宅地としてするのに、周りの隣接の所有者の判こをいただいてこいって、と

ってません。僕、我が家建つときそうやって言われて、建築確認とったったんですよ。だか

ら、違法やないし、これはもう完全に通るもんやと思うて家建てたら、いやいやあんたここの

判こもろてないよと、後から僕頭下げてもろてきた経緯ありますよ。ほなら、あれは要らなん

だということですよ。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） いえ、隣地の承諾というよりも、隣地との境界の承諾になろうかと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） それ全然違いますよ。それはあれじゃないですか、こっからここまで、こ

っからここまではうちのもんやっていう、あの境界設定でしょ。違いますよ。ほなら農業委員

会で要るんですか、これは。田んぼを宅地にするでしょ、そのときに本当は法律上そういう

の、要らんでしょ。隣の同意らっていうの。県も工事するときに関係団体の承諾か同意か知ら

ないですけど、それをもらえっていうて、全部やってるじゃないですか。自治体もやってない

ですか、それ。それをなしにやるっていうなら、根本的にそっから崩れるんですよ。まあ楽で

すけどね、もう一切その関係団体の同意もらわないでもできるっていうことですからね、法律

上言うたら。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 隣接の同意の要る行為といたしましては、大規模な開発行為ですとか

造成工事は隣接地の同意が必要となってまいります。面積でいいますと１万平方メートルです

とか、そういう規模でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） それは法律上ですよね。法律上要らない場合も判を押しましたよ。ほん

で、仮に最近だったら下里地区にある老人ホームを建てるとき、あの太田川漁協の同意をもら

ってくださいというて来ましたよ、県から言われたんやというて来ましたよ。ほなら、そんな

もんまるきり必要ないっていうことですからね。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 同意といいますか、地元への説明ですとか、そのようなのは調整上必

要かと思います。それをしたかどうかという確認のために同意とかをいただいていくと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） いやいや、そんなんわかってあるんですよ。政治っていうのは、争い事を
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治めることでしょ。このまま同意なしにやるっていうことは、太地町の漁協の同意なしにって

いうことは、争いを生むようなもんですよ。那智勝浦町町民もそんな争い事を望んでないと思

うんですよ。町長、どうですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 争い事というのはなるべく避けるべきでございますし、そのとおりだと

思います。 

 何度も申し上げますが、安全性っていうのは十分確保されていると思っておりますので、御

理解いただくような努力を引き続き続けてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 町長、それなら誠意が伝わってないんじゃないですか。相手さんのとこに

町長も出向いてないでしょ。副町長行かれたんですよね。町長自身行って、ちゃんと誠意を見

せるべきじゃないですか。まだその一番大事な、同意もらわんとやるかやらんかっていうの

は、はっきり聞いてないですけどね。まあまあ進めていくって言うたんですよね。できるだけ

でも同意なしに進めるっていうのは、争い事を生むように、ほんでうちの町の町民の方々も争

い事を望んでないと思いますよ。 

 そしてですね、今後いろんな行政運営に至ってでも、近隣とこのような状態で望ましくはな

いと思うんですけどね。どうですか、町長の見解をお聞かせください。今後の行政運営につい

てです。まあ聞きましょか。いやいや、ここで町長の見解をちゃんと聞いていかなんだらの。

全てのことに関して、観光の面に対してでも町だけやなしに広域で進めようっていう話じゃな

いですか。大事やって言うてるじゃないですか。だから、こうやって太地町と溝をつくったま

まで、これからの行政運営に対して望ましくないんじゃないですかって聞いてあるんですよ。

それで、それについての町長の見解はどうですかって聞いてるんですよ。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） なるべく一緒にできるものはしていく、それはもう全然変わりございま

せん。ほんで、争うことのないような、そんなことで進めていくべきだと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 町長、そしたら太地町漁協さんの御理解を得られるように、今後頑張って

いただけるということですか。そしたら、具体的にどのような形で太地町漁協さんに御理解い

ただけるようなことをしていただけるんですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） まだ確定はしてございませんが、以前から担当が御説明に上がり、また

副町長が御説明に上がっております。そういったことを続けるのか、そういったことも含め

て、今後検討していきたいと思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） そしたら町長、強行に事業を進めていくのは、町益を守れるというお考え

でよろしいですか。強行にいって、それが町益になるかということです。あくまでも町益を考

えて行政運営って行っていかなあかんじゃないですか。それで、強引にやっていくのが果たし

て町益にかなうものなのか。 

○議長（中岩和子君） はい、堀町長。 

○町長（堀 順一郎君） 強行っていう言葉、ちょっとどういうことを申し上げられてるんかって

なるんですが、本当に町民の利益のために私は仕事をしておりますし、そういった姿勢で臨む

次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 強行っていうのがわかりにくいっていうなら、強行とは太地町漁協の同

意、承諾をなしに進めてくってことです。それが本当に町益になるのか、町益を考えてやって

るっていう、町益を考えて行うっていうのは当然やと思うんですよ。 

 ただ、その強行っていうのは、太地町漁協の同意もなしに、同意もらわずに進めていく、法

律上問題ないから進めていく、それが町益にかなうのかと思ってるのかということを聞いてる

んですよ。 

○議長（中岩和子君） 堀町長。 

○町長（堀 順一郎君） まず、大浦用地につきましては、以前の特別委員会で議員の皆さん方全

員に承認をいただいたところでございます。 

 今、現のクリーンセンターっていうのはかなり老朽化しておりまして、修繕、修繕でしてご

ざいます。今まさに、もしいろんな交渉で長引くようであれば、そこのクリーンセンターが使

えなくなる、また新しいクリーンセンターができていない、もしそういうことになれば、たち

まち町民の皆様方が大変困ることになります。そういう意味では、町民の利益にとってマイナ

スになると思います。そういうことがないように町益を考えて進めたいと考えているとこでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ちょっとさっき答弁ちょっとわかりにくかったんですけどね。大浦浄苑の

土地購入のとき、何て言いましたか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 大浦用地を第一候補に決めましたということで、特別委員会で皆さん方

にお諮りして承認をいただいたと考えてございます。 

 以上です。そういう意味です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 確認なんですけどね。僕はこの議会のときの大浦浄苑土地購入の議案を全
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員一致で賛成していただいたって聞いたもんですからね、いや僕反対したよと思って、そのこ

とを言うたんかなと思ってんけど違うんですね。 

〔町長堀 順一郎君「違います」と呼ぶ〕 

 違うんですね。 

 そしたら、今後今のクリーンセンターを維持しながらやってく、ほんでそれが老朽化がある

と、ほならその間にそんなことしてたら使えなくなったときには町民に大変に負担をかけるか

ら、もう新しい事業を進めていくというのが完全にその町益にかなうとお考えなんですよね、

ということなんですよね。 

 そしたら、その間に漁会の承諾が得られなくても進めていくということですよね、確認なん

です。さっきからそのようなことを言われてるんでしょうけど、ちょっと伝わりにくかったも

んですからね。確認です。 

○町長（堀 順一郎君） 御理解を得るべく努力をしてまいる次第でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） まあ結果ですからね、僕はあくまでも承諾を得てやるべきかなと思うんで

すけどね。承諾なしにやると、町益にも不利益になるやろし、ほんで県、行政が事業を進めて

いくときに、関係団体の同意をもらえとか、そういうのが根本的に崩れてきますからね。 

 ちょうど答え聞いて帰ってきました。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） 先ほどの議員の、県内に近隣の賛同を得なくして事業を実施している

とこがあるかっていうことでございました。 

 県庁循環型社会推進課担当課のほうに確認しましたところ、県庁のほうでも全てが全てを把

握しているわけではないということでございました。 

 ただ、把握している中においては、反対のまま事業を進めた案件はございませんと、そうい

った回答でございました。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 県内ではないということですね。もう一遍確認です。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） 済みません、県庁のほうでも全てを把握しているわけではないがとい

うことの中で、把握している中では反対のまま事業を進めた案件はございませんという、そう

いう回答でございました。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） まあ反対があって進めたっていう事業については知りませんちゅうことで

すよね。進めた事業は全部把握したある中ではもらってるっていうことですよね。 

 だから、なかなかこれ関係団体からの反対が、反対というか、同意がもらえてないっていう

ことを進めるというのは、いかに難しいもんか。また、その町に町益として、また市の益、ま
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た県益を考えるとよろしくないということだと思うんですけどね。これはあくまでもその執行

者の考えですから、僕はそう思うんですけどね。もう根本的に同意なしにやってくっちゅうた

ら、むちゃくちゃになると思うんですね。あくまでも法律上は、政治っていうのは法律上は、

法律は当然一番大事なんですよ。しかしながら、そこの住民感情も配慮しながら進めていくべ

きだと思うんですけどね。違いますかね、町長。どうですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 繰り返しになりますが、御理解を得るべく努力をすべきだというふうに

考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ほんで、これ非常に大事なことですので、那智勝浦町町民もあえて隣町と

けんかしてまでっていう人もあると思いますよ。これ住民アンケートでもとってもええぐらい

の大きな問題やと思うんですけどね。この事業のこの進め方っていうのは、十分危険性及びま

すよ。 

 まあまあ、それ答えにくい面もいろいろちょっとあったと思うんですが、そしたら現実的に

天満区に対して再度延長をお願いする以外ないと思うんですけどね、この状態でですよ。どう

ですか。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） 天満区のほうにつきましては、特別委員会でも御報告申し上げました

とおり、今後相談をさせていただきながら、またその協定についても御相談させていただくと

いうことになろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） そしたら、具体的に何年ぐらいの延長をお願いしなくてはならないんです

か。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） 工程については、今現在精査中でございます。天満区さんと御相談さ

せていただきながら、またその点についてはそれが終了した後で御報告させていただきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 具体的やなかってもいいんですよ。町民の方も一体、大体どれぐらいで、

天満区の人も大体どれぐらいの延長を求められるんかっていうのもあるんですよね。具体的や

なかっても構わんですよ。仮に５年やったら５年、３年やったら３年、２年やったら２年と。

多分気にしてると思いますよ。どうですか。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 
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○住民課長（田中逸雄君） 繰り返しになりますが、今現在具体的な年数等につきましては、申し

上げる段階ではございません。天満区さんのほうと御相談させていただきながら、その点はま

た決めさせていただきまして、そしてそれが終了した後に、また御報告させていただきますの

で、どうぞ御理解いただきますようお願いいたします。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 天満区と相談する前に、ここでは年数、その何年っていうのは言いにくい

っていうことで御理解してよろしいですか。 

○議長（中岩和子君） 住民課長田中君。 

○住民課長（田中逸雄君） はい、そのとおりでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） わかりました。それではその質問はもうこれ以上避けさせていただきま

す。 

 そもそも町長、このクリーンセンター事業に関しては、役場ですね、役場の行政のやり方、

また議会の責任っていう面、大いにあると思うんですが、それについては町長どうお考えです

か。済みません、わかりにくかったですか。このクリーンセンター事業、今までずっといろい

ろ問題視され、また最初２町でやっていきやった、ほんで１市２町という話が出た、ほんで天

満区に対する延長、いろいろありましたでしょ。この事業の進め方、今までの進め方自体、役

場の責任でもあり、また議会の責任でもあると思うんですが、それについてどう思われてます

かって。 

 順調よういったら、すうっといったあたやつがここまで延び延びして、ほんでまた隣町との

町といざこざも起こり、こういう事業展開になってきたことは役場行政の失態でもあり、また

議会にもその責任があるのではないかと思うんですが、私はですよ、町長はどうお考えですか

と聞いたん。 

 今までの経緯の中で、町長、県職でおったって、こんなごたごたになってから就任されて大

変御苦労なさって申しわけないと思うんですけどね。でも、町長の責を持って来られた以上、

それはいたし方ない、逃げようないことですからね。どうですか、今までのこの失態、クリー

ンセンター事業の失態に対しては、役場また議会の責任であると私は考えるんですが、どうで

すかって。 

○町長（堀 順一郎君） 私５月21日から町長就任してございます。それ以前はいわば一個人でご

ざいますので、そのコメントについてはちょっと差し控えたいと思います。 

 今後は議員さんおっしゃるように、今まで混乱があったということであれば、今後混乱がな

いようなスムーズな行政運営をしていくべきであるというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 今後、ほんで天満区にお願いしに行くに対して、まず今までのそのクリー

ンセンター事業の進め方、この失態はまず謝罪してからですよ。僕は役場にも、議会にも責任
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あると思いますよ。それを謝罪してから天満区との交渉を、お願いに行かれるべきだと思うん

ですけど、どうですか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 町政懇談会の中でも町民の皆さん方にクリーンセンターの設置について

二転三転したっていうことをまずおわびをして、町政報告をさせていただいているところでご

ざいます。そういう意味では、いろんなところでその謝罪はすべきだと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 一番大事なのはこの天満区にお願いしに、もう現実行かな仕方ないですか

らね。まず、謝罪をして、誠意をわかっていただいて、この責任は僕らも十分責任あると痛感

してますけどね。よろしくお願いしますわ。 

 一般質問やと、このクリーンセンターに関してはもうこれぐらいにして、天満区にお願いし

に行くときは謝罪から始めて、よろしく、申しわけないですけど、町長にだけそのようなお頼

みするのはちょっと心苦しいんですが、よろしくお願いします。 

 そしたら次に、今後進めていきたい事業っていうので提出させていただいているんですけ

ど、今後進めていきたい事業っていっぱいありますけど、庁舎の移転とか、そういう現実、財

政上難しいやつは抜きとして、この５年間ぐらいで財政上やれるようなことでやっていきたい

事業というのはどのようなことを町長今腹に思っているのか、お願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 取り組まなければならない大規模事業といたしまして、本年度は勝浦

漁港の冷蔵庫の建設を進めているところでございます。また、防災関係で津波避難タワーの整

備を行ってございます。 

 今後の予定といたしましては、当然新クリーンセンターの建設、防災行政無線のデジタル

化、整備を最優先に取り組んでまいります。 

 そして、さらに取り組んでいく必要のある事業といたしましては、消防庁舎の建設、役場庁

舎の建設、また勝浦認定こども園の建設などがございます。その中で緊急性や建設に対する財

政措置等を考え、最優先に災害時の救助の最前線となる消防庁舎の建設を考えているところで

ございます。 

 なお、消防庁舎建設の財源といたしましては、財政的に有利な緊急防災・減災対策事業債を

考えており、この起債につきましては適用期限が今のところ平成32年度までとされているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 済んません。デジタル化は何年までですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） デジタル化の予定につきましては、32年度までを計画してございま
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す。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） そしたら、このデジタル化と消防の移転でこの事業費っていうのは幾らぐ

らいになるんですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 消防庁舎の事業につきましては10億5,000万円程度であろうかという

ふうに算出してございます。 

 以上でございます。 

〔８番引地稔治君「デジタルは。約10億円」と呼ぶ〕 

 デジタル事業につきましては10億円程度を予定してございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） そしたら、これ２つで約20億円ですね。それで、これに対する補助金が幾

らで、起債は幾らなんか、内訳教えてもらえます。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） デジタル化事業につきましては、従前により財政シミュレーションと

してお示ししている分の中に積算されているものでございます。こちらも緊防債を適用いたし

まして10億円の地方債で賄う予定としてございます。 

 また、消防事業につきましても緊防債を適用する考えでございますので、事業費100を緊防

債で賄っていく予定としてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） この消防に関しては、あれですわ、補助金はないんですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 緊防債を適用する方向で検討してございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ほんなら消防に関しても、このデジタルに関しても、補助金はなしってこ

とですね。全部その緊防債っていうんですか、この、これは一般会計の借り入れになるんか

な。補助金っていうのは、もうまるきりないんですか。確認です。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） はい、補助金等は考えておらず、緊防債を適用していく考えでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 
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○８番（引地稔治君） そしたら、真水で両方で６億円ってことですか。間違い、確認ですけど。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 自主財源ということになりますと６億円という形になろうかというふ

うに考えております。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 今、29年度現在高で一般会計で百二十何億円の起債ですか。そうやったと

思うんですけど、これで約20億円ふえるんですよね。まあ冷蔵庫もあり、あれするので、結局

これが32年度の事業になるんですよね。ほなら32年度末で大体起債残高ってどれぐらいなんで

すか。一般会計で結構ですよ。多分企業会計で今五十何億円あったと思うんですけど。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 一般会計のほうで、現在120億円程度の借入金がございます。それに

今回約20億円の借り入れを計算いたしますと、約140億円の借り入れになろうかというふうに

考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 29年度で百二十何億円やったですよね。多分これ20億円足しても140億

円、多分ことしの分もありますよ。あの冷蔵庫の分とか、いろいろあるじゃないですか。そん

なのも入れたらもっといくんじゃないですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 申しわけございません。29年度末から30年度分なりをプラスされます

ので151億円程度になろうかというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 僕、議員に初めてならしてもうたときに、那智勝浦町で企業会計も合わせ

て一体どれぐらいが限度額なって言うたときに、２つ合わせて150億円って、その当時答弁あ

ったと思うんですけどね。これで、もう一般会計でも150億円行きますよね。企業会計抜いて

もですよ。企業会計入れたら、もう200億円ぐらいになってくるんですけど、このような状態

で、町長、なかなか苦しい中、町長になっていただき、今後進めていきたい事業、ほかにいろ

いろあると思うんですけどね。なかなかお金がないので苦労なされると思うんですが、この

32年度までに消防とデジタル無線、これ以上ほかにどうしても進めていかなあかん事業ってい

うのは、ほんでまた進める事業っていうのはもうできんのかな。それとも、ほかにあるんです

か。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 現在の財政状況等を勘案する中で、仮に消防庁舎を優先ということで

考えていきますと、同程度の規模の事業を重ねて実施するということは少し難しいのかなとい

うふうに考えてございます。 
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 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 確認なんですけど、これ駿田山のとこでしたよね、消防の移転先っていう

のは。このそこの造成っていうか、整地っていうか、その費用も含まれて10億円なんですか。

確認です。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 駿田山につきましては、候補地の一つというふうに考えてございま

す。今回シミュレーションに当たり、駿田山の造成ということにつきましても、積算してござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ちょっとわからん、最後わかりにくかったんですけど、消防の費用の10億

5,000万円っていう中に駿田山用地の消防署の移転のための造成、また外構工事含めて10億

円、全ての費用で10億5,000万円なんですかっていう確認なんです。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 大まかな事業計画でございます。その中で算出している金額の中で、

造成工事として２億1,000万円を算入してございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 済みません。10億5,000万円の中に２億1,000万円が、これが入ってるって

いうことですか。ああ、わかりました。ありがとうございます。 

 ほなら、このような状況の中、ほかに進めていかな、進めたい、もう進めざるを得やん事

業、お金のかかる事業っていうのは、もう大丈夫なんですか。 

 仮に、この間から言われている旧病院跡地に対する那智勝浦町の施設も併設した県営住宅っ

ていうのも話もありましたけど、僕はもうこれ近々に、この四、五年の間に、５年、３年、ぐ

らいでもう進んでくような事業なんかなっていう、またそこで幾らかのお金が必要やなってい

うことがあったもんですからね。これはもう当分先の話なんですかね。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 旧病院跡地利用につきましては、県営住宅など、現在のところ検討を

進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） いやいや、検討してあんのは前から聞いてあんねんけどね。これもう３年

ぐらいの間にかかるような事業なんか、それとももっと先の話なんかね。 

 まあ、ほんでデジタル無線とこの消防やったら、もうこれしばらくできんよっていう判断に

したあるんか、それともやらなあかん事業なんか、やる事業なんか。もう33年ぐらいからやっ
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てく事業なんか、あと３年ぐらい先ですよね、やってく事業なんか。それとも、財政上、もう

諦めやなあかん事業なんか聞いてあるんですよ。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） はい、したい事業というよりも、しなくてはいけない事業がたくさんご

ざいます。その中に消防庁舎、ここの本庁舎、認定こども園というものがございます。できれ

ば、そういったものが最優先で建設なり移設なりをすべきところでございますので、病院跡地

については先にということではなくて、今後検討していくものではないのかなあというふうに

考えてございます。ちょっと先になるんじゃないかなと思っております。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 僕、もう庁舎がというて、15年先、20年ぐらいの話かなと思いやったんで

すけど、その病院跡地の県営住宅ですか、その事業が先なんですか。後なんでしょ。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 県営住宅につきましては、避難困難地域を解消するための施設の一つで

ございます。今避難タワーを町内に幾つか計画をして建ててる中で、ひょっとしたら優先する

可能性があるかもしれません。あるかもしれませんが、今のところは撤去するだけで数億円か

かる事業でございますので、なかなか取りかかるのは難しいんじゃないかなというふうに考え

てございますが、これまだ県とも十分相談した上で方向性を決めていきたいなというふうに考

えてございます。 

 庁舎云々っていうことではなくて、庁舎もなかなか高台がないところでございますので、ま

だ見当すらできていないような状況でございますが、今後十分検討していく必要があるのかな

というふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） あそこの避難所を兼ねた県営住宅っていうのは、そしたらこの３年、４年

の間でできる事業とは違うんですね。財政上ですよ。それともやれるんか。 

○議長（中岩和子君） 町長堀君。 

○町長（堀 順一郎君） 財政というよりも、避難困難地域を解消するために随分のかさ上げをす

る必要があります。そういう意味では、病院を撤去して、それからかさ上げということでいく

と、期間的にも相当の期間がかかると考えてございますので、財政もそうですが、期間的にも

すぐにということはなかなか困難ではないかなというふうなことを考えてございます。それも

まだ県との、県営住宅の担当課とはまだ十分すり合わせできておりませんが、そういうことに

なるんではないかなというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） 僕、解体に何かの話のときに話出たんですけど、半分補助金出るようなこ

とを言いやったんで、聞いたと思たんですけど、その解体に補助金出るのか、ほんでまたこの
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かさ上げっていうものに対しても、土地をつくる、かさ上げする、この費用に対しても県の補

助金ちゅうのはないんですか。もう町単独で土地を、解体も全てやって、かさ上げしてせなん

だら建ってくれんっていうことですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 解体につきましては、補助金が２分の１使えるというものでございま

す。 

 ただ、かさ上げ、造成につきましては、町単独でやらざるを得ないものというふうに考えて

ございます。今のところやらなければならないものというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ほんなら解体に２分の１、大体２分の１、数億円っていうけど、１から９

まであるんですけど、どうですか。具体的にどれぐらいのやつなんか。２億円やったら１億円

補助金出るっていうことですからね。大体でいいですよ。 

 ほんで、このかさ上げあるでしょ。かさ上げには補助金出やんと言うんやったら、かさ上げ

にはこれ一体建設課長、どれぐらいの予算、事業費が必要なのかなっていうの、もう、これも

もうあなたの勘でいいですけどね、プロですからね。我々でも全然未知の数字で全然わからな

いもんですから。 

○議長（中岩和子君） 建設課長楠本君。 

○建設課長（楠本 定君） 盛り土や造成の規模によりますけども、目いっぱい敷地を利用するよ

うな盛り土を計画でしたら約11億円ぐらいになろうかと思います。 

 以上です。 

〔８番引地稔治君「解体は」と呼ぶ〕 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 失礼いたしました。 

 解体につきましては３億6,000万円程度を見込んでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） こうやって数字聞きよったら、大変、今現在の起債残高、ほんでまたこの

デジタル化、消防も聞き、しやったら不安になってくるんですけどね。ほんまにこの事業、病

院跡地のやつは進めれるんかと、現実、財政上やれるんかという心配もあるんですが、ほんで

そんな中、先ほど言われた認定こども園というのも非常に気になるところなんですが、これっ

ていうのはまるっきり認定こども園のことも考えておられるというので、その次の移転先と

か、そういうことを考えた、予定地とか、そういうところまでちょっと案があるんですか。 

○議長（中岩和子君） 福祉課長榎本君。 

○福祉課長（榎本直子君） 認定こども園につきましては、避難困難地域であることは認識してお

りますが、次の移転先の検討についてはまだ行っておりません。 
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○議長（中岩和子君） 引地君。 

○８番（引地稔治君） なかなか言いにくいですね。何とか認定こども園ちゅうのは、子供のこと

ですので、ちょっとでも安全なとこへ先移してあげたいなっていう気があるんですけどね。も

う財政上のことから、ほんで考えやると、またこれから用地の選定、今なかなかしにくい中、

まあお金あったら幾らでも造成とかそういうのできるんでしょうけど、何とまあできるだけ子

供を安全なとこへ上げてくように頑張って、頑張りたいっていう、もうそれしか言いようない

ですね。済いません、済いません。 

 まあ、今後近い将来、考えられるのは、このデジタル化と消防署の移転、これでまあまあこ

んだけのお金はかかるが、これは喫緊の事業って、財政上からも考えられる、この２つの事業

として、この５年間ぐらいの間ですね、この２つの事業と認識してよろしいですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長塩﨑君。 

○総務課長（塩﨑圭祐君） 優先順位等を考えますと、その２点になろうかというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） はい、ありがとうございます。 

 それでは次に、病院の経営状況について一般質問させていただきます。 

 現在、４月に新しい病院になってから経営状態は予定どおりうまくいっているのか、今現在

の状況ですね、お聞かせ願えたらなと思います。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長下君。 

○病院事務長（下 康之君） 町立温泉病院の経営状況につきまして説明させていただきます。 

 新病院が開院いたしまして、既に９カ月目に入っております。４月から10月までの月別の収

支というのが出ておりますので、そちらをもとに外来診療、そして入院の状況、収支の状況に

つきまして、前年同期比ということで報告させていただきますが、まず外来診療につきまして

は、新病院では耳鼻科と小児科がなくなっておりますので、その分比較しにくい部分あるんで

すが、４月から10月までの外来患者数は２万3,476人で、耳鼻科等の減少分を差し引きます

と、前年の同期比で296人、若干ですが増となっております。１日当たりの平均外来患者数は

160.8人です。 

 そして、入院の状況につきましても、病棟編成が変わっておりまして、病床数も150床から

120床に減少しておりますので、単純にこれも比較はしにくいんですが、４月から10月までの

延べ入院患者数は２万607人で、これは前年同期比で1,139人の減となっております。病床稼働

率でいえば30床減少しておることもありまして、前年の同期で67.7％だったのが現在は80.2％

に改善をしております。 

 入院関係の減少の要因としましては、３月31日に旧病院から新病院へ患者移送に備えて３月

後半ぐらいから入院患者数を調整して、３月31日の移転日には約40名にまで減らしておりま

す。新病院移転後も外来同様に入院を抑えましたので、４月だけで前年同月比で785人の減と
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なっております。この影響が大きいものと思います。 

 それと、もう一つの要因としまして、看護師の不足が上げられます。現状では120床のベッ

ド全てを稼働するだけの看護師の配置ができておりません。特に、夜勤の配置の関係から９月

までは１日当たりの入院患者数上限として102人というふうに運用をしておりましたので、９

月までの平均入院患者数が１日当たり95.3人となっております。 

 幸い、ことし４月に採用した看護師が半年間の勤務での経験を積みまして、10月からは準夜

勤等に配置できるようになりました。その結果、入院患者を多く受け入れられるようになって

おります。10月以降は、多い日には108人、あるいは110人、そして10月の１カ月平均では１日

当たり102人の入院患者数となりました。 

 それと、収支の状況ですが、４月から10月までの単月の収支を合計すると、10月末までで約

6,600万円の赤字となっております。４月には新病院へ移転のために入院患者を抑制した関係

で４月だけで約3,000万円の赤字となっている、この影響が大きいと思っております。４月か

ら10月までの７カ月間で単月の赤字の月が５カ月間、そして黒字が２カ月という状況です。後

半になりまして、看護師の配置が進みましてようやく入院患者が伸びてきましたので、多少の

増減はあるかと思いますが、この水準を維持いたしまして単月の収支を黒字にしていき、現在

ある累積の赤字を減らしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） ちょっと聞いたことに後悔するようになってきてんけど。今で6,600万円

ですか、赤字が。これ４月になったら幾らになるんやろうかなあと思って、ちょっと病院で明

るい話がないかなあと、厚生常任委員会入ってなかったもんですから。 

 この病院の経営っていうのは、その那智勝浦町の財政上に非常に響くもんで、これ４月にま

た予定したあった以上に一般会計から放り込まなあかんような状況のおそれが十分にあると思

うんですが、今聞いたところですよ、どうなんですか。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長下君。 

○病院事務長（下 康之君） お答えいたします。 

 確かに、今現在のところ6,600万円の今年度だけでの赤字ということでありますが、今後に

つきましては、入院患者数もかなりふえてきましたので、その赤字の額を減らしていきたいと

思っておりますが、年度末までにこれが解消できるかどうか、ちょっとそれはこの時点では申

し上げれないんですが、少しでも減らしていけるように努力をしてまいります。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） そしたら、もう確認なんですけどね。ちょっと忘れたったので確認させて

ください。 

 建設、新しく建った建設費の過疎債の返還っていうのは、一般会計から４分の３ぐらいでし

たよね。ほんで、あと４分の１が病院側で払っていただける企業債やったですか、４分の１や



－105－ 

ったですか。４分の３までは一般会計からの補填っていうことになってたと思うんですけど、

それは何年から始まるんですかね、病院が払うようになんのは。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長下君。 

○病院事務長（下 康之君） お答えいたします。 

 病院の総事業費が約50億円です。それで、補助金が４億4,100万円で、あと町と病院でそれ

ぞれ起債を約22億円ずつ借りております。そして、病院の22億円の起債分につきましては、来

年度から約４年間は１億2,000万円ほどの償還が入ってきます。それで、５年目以降、30年間

ですので、8,000万円の償還が徐々に減っていくというような状況です。そして、町のほうで

半分の起債を受けていただいております、22億円。 

〔８番引地稔治君「町は２分の１、一般会計から２分の１やった、

４分の３なん」と呼ぶ〕 

 それとですね、起債、それぞれ受けているのは町も病院も22億円ずつなんですが、病院が起

こしてる起債の償還額の半分ですね、これは繰り入れの基準内の繰り入れとして認められてお

ります。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ８番引地君。 

○８番（引地稔治君） わかりました。もうこれ以上ちょっと聞くの、また今度にさせていただき

ます。 

 もうこれで私の一般質問を終わらせていただきます。済んません。ありがとうございまし

た。 

○議長（中岩和子君） ８番引地議員の一般質問を終結します。 

 お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中岩和子君） 異議なしと認め、本日はこれで延会することに決定いたしました。 

 延会します。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              15時43分 延会 

 

 


